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1．緒言
　恵泉女子農芸専門学校(1945～49)、恵泉女学園専門学校農芸科（1948～51）
および恵泉女学園短期大学園芸科・園芸生活科・園芸生活学科（ 1950～2005）
が開校した世田谷キャンパス（1945～46）、小平キャンパス（1946～65）、伊勢
原キャンパス（ 1965～2005）には常に花壇が作られていた。恵泉では園芸の
基礎として植物名を学名で教えた。ボーダーは「花壇設計」を取り入れた授
業で紹介される植物の実物展示の場でもあった。ボーダーを恵泉女学園の
教育に導入したのは山口美智子である。山口は1940～42年にアメリカ合衆
国ペンシルバニア州フィラデルフィア郊外のアンブラーにあった園芸学校
《Pennsylvania School of Horticulture for Women》で、ボーダーの材料植物とそ
の設計を学んだ。1942年に帰国、1943年の高等部園芸科の発足とともに実際
に花壇を作り、管理することに取り組んだ。農芸専門学校では花卉を岡見義
男と山口が担当し、山口は授業に花壇設計を取り入れた。以降「花壇」の授業
は、担当者・授業の名称は変遷したが、2005年の短期大学終了まで続けられ、
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各種花壇およびボーダーがキャンパスに作られた。
　この報告は、恵泉女子農芸専門学校および短期大学園芸科・園芸生活科・園
芸生活学科があった3つのキャンパスで見られた植物およびボーダーで使わ
れた植物の種類について、資料を収集しこれに基づいてまとめたものである。 
2．調査方法
　農芸専門学校および短期大学におけるボーダーの材料植物について資料
を収集・調査し、以下の5つの時期に区分した。
1） 農芸専門学校が創立当初、世田谷キャンパスにあった時期（ 1945～46
年）
2） 小平キャンパス移転直後（1946～48年）
3） 小平キャンパス後期（1955～65年）
4） 伊勢原移転直後（1966年）
5） 伊勢原キャンパス後期（1987～2003年）
　　　
　収集資料
1．戦争末期から戦争直後の世田谷校の花壇およびその周囲の植物調査
　深谷佐紀子・村上高・宇佐節子（2008）
2．農専・小平で栽培した花・花木　深谷佐紀子（2008）
3．春および夏～秋の一年草ボーダー設計図　野村順子（ 1955）・田沢照
子（1958）・佐藤礼子（1959）・松本誠子（1964）・瀬川順子（1965）
4．伊勢原キャンパスのボーダー植物材料と設計図　梅沢周子（1966）
5．恵泉女学園園芸短期大学の中庭ボーダーの植物材料　恵泉女学園園
芸短大紀要 32:27～42 山浩美・高野眞子・西村悟郎・村上睦朗（2003）
  （注）
　　1．本調査のために、在学中の日記・記録をもとに作成された資料
　　2．小平時代の花壇設計の授業で学生が取り組んだ課題
   
3．調査結果
　上記の5つの時期のそれぞれについて詳述する。
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1）世田谷キャンパス時代（第1表）
　農芸専門学校は1945年4月に世田谷キャンパスで開校し、1946年9
月に小平町の新しいキャンパスに移った。敗戦とその後の混乱のなか
で1年半足らずの世田谷キャンパスであったが、そこで栽培されていた
植物の記録が残されている（深谷・村上・宇佐、2008）。世田谷キャンパ
スでは花壇の縁取りにリボングラスが使われていたが、当時まだ珍し
く目を引いた。当時の世田谷の花壇はベッドとして扱うのがよいと考
えられる。花壇は幅広く、手入れのための小路があった。背の高い植
物も植えられていたが、眺める方向は四方から見るもので、そぞろ歩き
しながら、花の咲く向きや植物の高低、色の取り合わせが調和するよう
に教えられた。花壇の他に花圃にも花、野菜などが植えられていた。
　花壇の植物は項目別に分けると、春咲き一年草32種、夏－秋咲き一年
草20種、二年草3種、宿根草36種、球根類16種、花木28種である。ここ
に記録されている一・二年草、宿根草、球根の種類は、後の小平、および
伊勢原キャンパスのボーダーで見られる基本的な種類が網羅されてい
る。
　春咲き一年草ではキンギョソウ、ヒエンソウ、ヤグルマギク、ハナダ
イコンソウ（当時の呼び名）、スィートピー、ナツシロギク、ヒナギク、ク
ロタネソウ、セイヨウオダマキ、キンセンカ、モモイロタンポポ、ゴデチ
ア、シナワスレナグサ、ハナビシソウ、カスミソウ、ヒメキンギョソウ、キ
キョウナデシコ、ヒナギク、セキチク、ロベリア、ニワナズナ、ビジョザク
ラ、クリンザクラなどである。夏～秋咲きはハゲイトウ、ムギワラギク、
カイザイク、ホウセンカ、センニチコウ、ペチュニア、マツバボタン。二
年草はタチアオイ、フウリンソウ、アメリカナデシコ（ヒゲナデシコ）。
宿根草ではバラザキシュウメイギク、ジギタリス、モミジアオイ、クサ
キョウチクトウ、オオキンケイギク、テッセン、カザグルマ、シオン、アカ
バナセイヨウノコギリソウ、モクシュンギク、アワモリショマ、シラン、
ケマンソウ、イカリソウ、ミヤコワスレ、ルリギク、ムラサキツユクサ、ク
リンソウ、スイセンノウ、タツタナデシコなどがあげられる。球根では
カンナ、ダリア、ラッパズイセン、チューリップ、グラジオラス、その他の
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ものである。花壇の周辺や教室の窓際にはバラ、ムベなど知っておく
べき花木の種類が集められている。
　作業室南面の花圃には、ヒナゲシ、ハカマオニゲシ、キバナノギョウ
ジャニンニク、フランスギク、シャクヤク、ボタン、ヒメカンゾウ、カイ
ウ。桜並木の下にアネモネ、校舎周りの半日陰にはシラン、ハクチョウ
ゲが植えられていた。
2）小平キャンパス移転直後（第2表）
　新キャンパスへの移転直後の約1年間に栽培された草花、あるいは移
転時にすでにあった植物についての記録が残されている（深谷、 2008）。
次のような文章が見られる。
1946年 移転当時の小平の地に、すでにあったもの
陸軍経理学校東校舎のあった時から
　　フランスギク、カンゾウ
　　カマヤマショウブ（Iris kamayama）水源にした
　　小川の端に。石井勇義先生　同定。
1946年秋 花壇にチューリップ、スイセン、ヒヤシンス植え込み、
霜除け下にスイトピー、ルーピン苗植付世田谷校から
（交通事情悪い中）、順次花壇の花株を分けていく
1947年
　4月40日
　5月28日
　6月30日
チューリップ、ガラス室で栽培、ウィリアムピット？
（都心で学生も販売）
（プレーデー）
プールに睡蓮の鉢を沈める。
 　　　　　-------- 略 ----------
　　　晩秋から冬 花の圃場にはフレーム（木枠を埋めガラス戸をかぶせ
たもの、厳寒期は筵で覆う）やトウモロコシの茎を束
ねて斜めに覆う霜よけが並んだ。強風と乾燥と寒さ
で土は飛ばされ植物はなくなった。花壇は球根を植
えたところと宿根草、それと一年草のための空地をリ
ボングラスが華やかに囲い込んだ。
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　記録されている草花の種類は春咲き一年草32種、夏～秋咲き一年草
32種、2年草2種、宿根草45種、球根11種、花木6種である。その内容を
見ると、春咲き一年草は世田谷キャンパス当時とほとんど同じである
が、夏～秋咲き一年草、宿根草には新しいものが入っている。新しく記
録されたものとしては、春咲き一年草ではブロワリ（マガリバナ）、リナ
ム、夏～秋咲きの一年草ではアークトーチス、ベゴニア、ニチニチソウ、
モミジアオイ、セイヨウアサガオ、リモニウム、シュッコンタバコ、オオ
ケタデ、ブルーサルビア、アフリカンマリーゴールド、フレンチマリー
ゴールド、宿根草ではキバナノノコギリソウ、セイヨウオダマキ、ハナ
アザミ、ルリタマアザミ、テンニンギク、ガーベラ、ダイコンソウ、キクイ
モ、キクイモモドキ、フヨウ、ドイツアヤメ、カマヤマショウブ、キリンギ
ク、タケニグサ、ススキ、タイマツバナ、オミナエシ、ベロニカ、サンジャ
クバーベナなどがあげられる。これらはいずれも花壇には欠かせない
種類である。　　　
　これらの中で注目されるのは、先ずシュッコンタバコがあげられる。
一般でのタバコの栽培は1984年まで禁止されていたが、恵泉の花壇で
は秘密の花を咲かせていたのである。
　次に、セイヨウアサガオは寮の入り口を飾っていたと記録されてい
る。また、タケニグサは強靭な雑草で学生歌にも歌われていた。これ
は日本では雑草だがイギリスでは大切なボーダーの材料植物である。
3）小平キャンパス後期（第3表）    　
　小平ではキャンパスの中心に宿根草と一年草のボーダーが作られて
いた。そのボーダーにどのような植物が用いられていたか記録が入手
できていないが、その一つの資料として学生の一年草ボーダー設計図
が入手できている。小平では授業で学生が作成した一年草ボーダー設
計図に基づいて翌年の一年草ボーダーの植物が配置された。ここでは
小平キャンパス時代に描かれた5点（野村1955、田沢1958、佐藤1959、松
本1964、瀬川1965）の設計図に用いられた植物を調査した。ボーダーの
101251恵泉_園芸文化第7号_8校.indd   122 2010/08/03   13:31:43
 - 122 -
　記録されている草花の種類は春咲き一年草32種、夏～秋咲き一年草
32種、2年草2種、宿根草45種、球根11種、花木6種である。その内容を
見ると、春咲き一年草は世田谷キャンパス当時とほとんど同じである
が、夏～秋咲き一年草、宿根草には新しいものが入っている。新しく記
録されたものとしては、春咲き一年草ではブロワリ（マガリバナ）、リナ
ム、夏～秋咲きの一年草ではアークトーチス、ベゴニア、ニチニチソウ、
モミジアオイ、セイヨウアサガオ、リモニウム、シュッコンタバコ、オオ
ケタデ、ブルーサルビア、アフリカンマリーゴールド、フレンチマリー
ゴールド、宿根草ではキバナノノコギリソウ、セイヨウオダマキ、ハナ
アザミ、ルリタマアザミ、テンニンギク、ガーベラ、ダイコンソウ、キクイ
モ、キクイモモドキ、フヨウ、ドイツアヤメ、カマヤマショウブ、キリンギ
ク、タケニグサ、ススキ、タイマツバナ、オミナエシ、ベロニカ、サンジャ
クバーベナなどがあげられる。これらはいずれも花壇には欠かせない
種類である。　　　
　これらの中で注目されるのは、先ずシュッコンタバコがあげられる。
一般でのタバコの栽培は1984年まで禁止されていたが、恵泉の花壇で
は秘密の花を咲かせていたのである。
　次に、セイヨウアサガオは寮の入り口を飾っていたと記録されてい
る。また、タケニグサは強靭な雑草で学生歌にも歌われていた。これ
は日本では雑草だがイギリスでは大切なボーダーの材料植物である。
3）小平キャンパス後期（第3表）    　
　小平ではキャンパスの中心に宿根草と一年草のボーダーが作られて
いた。そのボーダーにどのような植物が用いられていたか記録が入手
できていないが、その一つの資料として学生の一年草ボーダー設計図
が入手できている。小平では授業で学生が作成した一年草ボーダー設
計図に基づいて翌年の一年草ボーダーの植物が配置された。ここでは
小平キャンパス時代に描かれた5点（野村1955、田沢1958、佐藤1959、松
本1964、瀬川1965）の設計図に用いられた植物を調査した。ボーダーの
101251恵泉_園芸文化第7号_8校.indd   122 2010/08/03   13:31:43
 - 123 -
大きさは奥行き1.5mで、長さが10m、15m、15mと3つのボーダーが60cm
の間隔をおいて横に並べたものである。植物の配置は奥行き前・中・後
段の3区分で、横幅10mのボーダーが前段4～5、中段3～4、後段2～3植
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イスランド・ポピー、キキョウナデシコ、ムレコチョウ、ニオイアラセイ
トウ、モモイロタンポポなどが、前段にはパンジー、ワスレナグサ、ヒナ
ギク、ニワナズナ、ロベリア（ルリチョウチョウ）、ブルーデージー、バー
ベナなどが用いられている。一方、夏～秋のボーダーでは後段にコス
モス、セイヨウフウチョウソウ（クレオメ）、ハゲイトウ、ヤリゲイトウ、
ヒャクニチソウ、メキシコヒマワリ、トロロアオイ、ルドベキアなどが、
中段にはヒゴロモソウ（サルビア）、キンランジソ（コリウス）、アフリカ
ンマリーゴールド、ナツユキソウ、アゲラタム、フサゲイトウ、センニチ
コウ、キバナセンニチコウ、ホウセンカなどが、前段にはフレンチマリー
ゴールド、オジギソウ、ブロワリア（マガリバナ）、マツバボタン、トレニ
ア、テンニンギク、キンレンカなどが用いられている。
　また、作成されたボーダーの中に見られる新しい種類としては、春で
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はディモルフォセカ、ブルーデージー、キャンディタフト、ネメシア、ア
イスランド・ポピー、ローダンセ、サルメンバナなどが、夏～秋ではハツ
ユキソウ、キバナセンニチコウ、ヒメヒマワリ、オジギソウ、キンランジ
ソ（コリウス）、メキシコヒマワリ、トレニア、ホソバヒャクニチソウなど
が見られる。
　4）伊勢原キャンパスの初期（第4表）
　短大園芸生活科は1965年11月に小平町から神奈川県中郡伊勢原町
（当時）に移転した。最初の宿根草と一年草のボーダー花壇が1966年に
伊勢原キャンパスに作られ、その詳細がレポートとして残されている
（梅沢、1966）。宿根草ボーダーの作られた場所は定位置になり、その後
もその場所に作られるようになった。場所の決定についてレポートに
は次の様に述べられている。
　「花壇を作る場所の位置的条件である背景や日当たりを考えて南向
きであり、後に花木類が背景となり人々からも良く見られる場所とし
て現在の場所が選ばれた。移転後で宿根草も大変傷み、美しい花もあ
まり期待できないので、それを補うために一年草との混色花壇として
計画した。花壇の大きさはあまり大きくなく、ちょうど土手のカーブに
沿って花木が背景となるよう自然の形にした。」
　宿根草ボーダーに花の美しい一年草を補う植栽はその後も踏襲され
ていく。この時作られたボーダー花壇は長さが18mあり、ボーダーとし
てはかなり大きなものであった。
　植物配置のプランと設計の意図について次の様に述べている。　　
　「全体の花壇として考える場合、花卉装飾の生け込みにおいていわれ
る5つのことを考える必要がある。
　repetition（繰り返し）、unity（統一）、rhythm（リズム）、emphasis（強調）、
balance （調和）
　美しいものは二・三箇所同じものを繰り返し使うとか、同時に開花す
るものの色の調和の美しさを考えるというようにプランを立てる上で
このことを考えるようにした。設計の意図としては、出来るだけ丈夫
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で花期が長く美しいものを用いるようにした。花壇の大きさが割合
あり、宿根草ボーダーといってもある程度の高さが必要なので一番に
Hibiscusを用いた。真中にはポイントの意味で、端はひきしめる意味
でもHibisucusは良い。Hibiscusとの調和を考え、大体同じ時期に咲くブ
ルー系も美しい取り合わせとして考えた。トリトマは宿根ボーダーに
は良いポイントになるので二箇所にする。ストケシア、シノノメギクな
どしっかりしたものは花壇の端に用いて花壇を乱れぬようにさせた。
移植後で弱っている宿根草が多いので、それを補うために用いる一年
草も、花期の長い地味な宿根草にマッチするような派手でない感じの
材料を用いるようにする。」
　宿根草ボーダーには宿根草36種、春咲き一年草32種、夏～秋咲き一
年草19種、二年草3種、球根類16種が記録されている。設計図を見ると、
後段にはタイマツバナ、リアトリス、ルリタマアザミ、ハクチョウソウ、
クサキョウチクトウ、ベロニカ、ジャグマユリ（トリトマ）、オニサルビア
などの丈の高いものが置かれ、中段ではキンギョソウ、シナワスレナグ
サ、ヒエンソウ、ストック、ウルシニアなどの花の美しい一年草が中心に
なり、前段はシュッコンバーベナ、ガザニア、ルリギクなどの宿根草とロ
ベリア、ネモフィラ、ワスレナグサなどの一年草が植えられている。
　次に、一年草ボーダーの作成意図については次のように述べている。
　「宿根草ボーダーのみでは淋しく、又栽培した草花も出来るだけ沢山
教材として利用し観察するためにも、一年草ボーダーを夏花壇から作
る。コノデカシワを背景に、その植え込みに沿って全体の大きさも約1 
× 11mの小さな花壇を設計した。」
　一年草ボーダーには13種18品種が用いられた。設計図の配置を見
ると後段にアフリカンマリーゴールド、サルビア、ヒャクニチソウなど
丈の高いものが、中段にはルドベキア, ムギワラギク、キバナコスモス、
ナツユキソウなどが、前段にはペチュニア、サンビタリア、アゲラタム、
フレンチマリゴールドなど丈の低いものが置かれている。　　　
　ここで新たに記された種類としては宿根草ではチョウセンヨメナ、
オーブリエチア、ムラサキセンダイハギ、シロミミナグサ、イワナズナ、
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ニオイムラサキ、ペンステモン・コビエ、オオバナヒエンソウ、オニゲシ、
ユウギリソウ、一年草ではウルシニア、ネモフィラ、アフリカホウセンカ
などがある。なお、デルフィニウム‘パシフィックハイブリッズ（ジャイ
アンツ）’はボーダー図には載っていないが、圃場で試作が行われたこ
とが写真入りで記されている。
　5）伊勢原キャンパスの後期（第5図）
　伊勢原キャンパスの後期のボーダーの記録として、1987～2003年の
プレーデーの際に作成された植物の配置、材料植物のリストが残され
ている（山ほか、2004）。プレーデーは園芸生活学科の創立記念祭で5
月の最終土曜日に持たれた。ボーダーは宿根草ボーダーと一年草ボー
ダーに分けられ、宿根草ボーダーは長さ17m、奥行き5m、一年草ボー
ダーは長さ9m、奥行き5mである。宿根草ボーダーは前述の梅沢（1966）
の記録にあるように、宿根草の他に、一年草、二年草も含まれている。
宿根草ボーダーには17年間でのべ120種、158品種が用いられ、一年草
ボーダーには62種、108品種が用いられている。
　17年間でほぼ毎年用いられた宿根草はハアザミ、ウシノシタグサ、
マーガレット、キバナマーガレット、ぺラルゴニウム‘フラ’、ヒメビジョ
ザクラ、ガザニア、アマダマシ、ペンステモン・コビエ、ワタチョロギ、コ
レオプシス‘サンレー’、ブルーデージー、オオハンゴンソウなどがあ
り、二年草および伊勢原では二年草扱いされる宿根草ではアキレギア
‘マッカナスジャイアント’、フウリンソウ、ジギタリス、ゼニアオイ、ヒ
ゲナデシコ、デルフィニウム‘パシフィック・ハイブリッド’、ワシントン
ルピナスなどがあり、一年草ではキンギョソウ、キンセンカ、コムギセン
ノウ、ムギセンノウ、ヤグルマギク、ナツシロギクなどがある。
　宿根草ボーダーに新たに記された種類としてはハアザミ、アガス
ターシェ、アジュガ、アルケミラ、アリウム、キバナマーガレット、アル
メリア、ヤツシロソウ、モモノハギキョウ、宿根性ヤグルマソウ類、デル
フィニウム‘ベラドンナ・インプルーブド’、デルフィニウム‘ベラモー
サム・インプルーブド’、デルフィニウム‘パシフィック・ハイブリッド
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（ジャイアンツ）’、キバナジギタリス、オオバナジギタリス、ラバテラ、
リナリア、リシマキア、メコノプシス、ぺラルゴニウム、ルリマツリ、ポテ
ンティラ、サルビア・ミクロフィラ、サルビア・ウリギノーサ、バーバスカ
ム、ヒメビジョザクラ、一年草ではアフリカワスレナグサ、アメリカハナ
シノブ、ハナアオイ、ミムラス、コムギセンノウ、ルリトウワタなどがあ
る。
　宿根草ボーダーの特徴としては、特に二年草および二年草扱いの宿
根草が花壇の中心に配置された。二年草は5月に一斉に咲き揃うので
ボーダーを華やいだ雰囲気にする。特にデルフィニウム、ジギタリス、
フウリンソウ、ウシノシタグサ、ゼニアオイは重要である。植物の配置
においては植物の花序の形も考慮された。花序が独立して直立するハ
アザミ、デルフィニウム、ジギタリス、バーバスカムなどと、花序が枝分
かれして株がこんもりと茂るゼニアオイ、ラバテラ、ウシノシタグサ、ム
ラサキツリガネヤナギなどは交互になるように植えて、植物の配置に
変化を持たせる工夫がされている。
　配色の特徴としては青、ピンク、淡黄、白、薄紫色の花色が用いられ、
赤などの強い色は用いられなかった。それぞれの色が隣り合わないよ
うに、そしてボーダー全体に色の流れが出来るように配置された。基
本となる植物の配置はほぼ決まっており、それに毎年新しい種類を加
えて変化を持たせた。具体的には青のデルフィニウムが後段の中心に
置かれ、青のウシノシタグサが左右2箇所、白とクリーム色のジギタリ
スが2箇所、黄色のバーバスカムが2箇所、ピンクのゼニアオイが比較
的広い面積に1箇所、淡紫色のハアザミが左端の日陰に1箇所、淡青色
のテウリクムが中心付近に1箇所置かれた。中段には紫青、ピンク、白
のフウリンソウが1箇所ずつ離して置かれ、中心に明るいピンクのぺラ
ルゴニウム‘フラ’、その近くに薄紫のペンステモン・コビエが置かれ、白
と淡黄のマーガレットが左右に2箇所、白・淡黄混色のアキレギア‘マッ
カナスジャイアント’、黄のコレオプシス‘サンレー’、リシマキア、オオ
ヘビイチゴが場所を離して一箇所ずつ、ピンクのアメリカナデシコ、
白のアマダマシ、アークトーチスが1箇所置かれた。前段には青のア
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ジュガ、ブルーデージー、ニオイムラサキ、ピンクのタツタナデシコ、ワ
タチョロギ、黄色のハンネマニアが置かれ、一番前にはピンクのヒメビ
ジョザクラが長く配置された。
4．まとめ
　農専、短大を通してキャンパスには常に各種花壇およびボーダーが作られ
ていた。それは「花壇設計」を取り入れた授業で紹介される植物の実物展示
の場でもあった。授業では園芸の基礎として植物名を学名で教えた。農芸
専門学校開学後置かれた世田谷キャンパスでは当時としては規模の大きな
花壇が作られていた。そこで栽培された草花の種類は花壇材料として育て
やすく、開花期の長いものが選ばれており、その多くのものがその後小平、伊
勢原のキャンパスで作られる花壇でも引き継がれていく。特に注目される
のは、バラザキシュウメイギク、フウリンソウ、タチアオイ、フロックス（クサ
キョウチクトウ）、アスチルベ、へメロカリス、ジギタリス、セイヨウマツムシ
ソウ、アメリカナデシコなどのボーダーの材料として重要な二年草・宿根草
が既にすでに栽培されていたことである。当時、世田谷キャンパスでは一・
二年草54種、宿根草36種、球根類16種、花木28種が栽培されていたことが記
録されている。
　次に、小平キャンパスへの移転当初に栽培されていた植物の記録からは
世田谷キャンパスで栽培されていた種類の多くが見られることがわかった。
新しいものとしては一年草のアークトーチス、セイヨウアサガオ、シュッコ
ンタバコ、リモニウム、宿根草のキバナノノコギリソウ、ジャグマユリ、キリ
ンギク、タイマツバナなどが加わっている。また、小平後期の学生作成の一
年草ボーダーの設計図には品種名まで記されており、各植物の情報が正確に
分かる。設計図に品種名まで書くことは農専・短大の「花壇設計」の授業では
一貫して行われた。ここでは春のディモルフォセカ、ブルーデージー、キャ
ンディタフト、ネメシア、ローダンセ、サルメンバナなどが、夏～秋ではハツ
ユキソウ、キバナセンニチコウ、コリウス（ニシキジソ）、メキシコヒマワリ、ト
レニアなどが新たに見られる。
　伊勢原キャンパスに移転した翌年の1966年に最初に作られた、宿根草と
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ジュガ、ブルーデージー、ニオイムラサキ、ピンクのタツタナデシコ、ワ
タチョロギ、黄色のハンネマニアが置かれ、一番前にはピンクのヒメビ
ジョザクラが長く配置された。
4．まとめ
　農専、短大を通してキャンパスには常に各種花壇およびボーダーが作られ
ていた。それは「花壇設計」を取り入れた授業で紹介される植物の実物展示
の場でもあった。授業では園芸の基礎として植物名を学名で教えた。農芸
専門学校開学後置かれた世田谷キャンパスでは当時としては規模の大きな
花壇が作られていた。そこで栽培された草花の種類は花壇材料として育て
やすく、開花期の長いものが選ばれており、その多くのものがその後小平、伊
勢原のキャンパスで作られる花壇でも引き継がれていく。特に注目される
のは、バラザキシュウメイギク、フウリンソウ、タチアオイ、フロックス（クサ
キョウチクトウ）、アスチルベ、へメロカリス、ジギタリス、セイヨウマツムシ
ソウ、アメリカナデシコなどのボーダーの材料として重要な二年草・宿根草
が既にすでに栽培されていたことである。当時、世田谷キャンパスでは一・
二年草54種、宿根草36種、球根類16種、花木28種が栽培されていたことが記
録されている。
　次に、小平キャンパスへの移転当初に栽培されていた植物の記録からは
世田谷キャンパスで栽培されていた種類の多くが見られることがわかった。
新しいものとしては一年草のアークトーチス、セイヨウアサガオ、シュッコ
ンタバコ、リモニウム、宿根草のキバナノノコギリソウ、ジャグマユリ、キリ
ンギク、タイマツバナなどが加わっている。また、小平後期の学生作成の一
年草ボーダーの設計図には品種名まで記されており、各植物の情報が正確に
分かる。設計図に品種名まで書くことは農専・短大の「花壇設計」の授業では
一貫して行われた。ここでは春のディモルフォセカ、ブルーデージー、キャ
ンディタフト、ネメシア、ローダンセ、サルメンバナなどが、夏～秋ではハツ
ユキソウ、キバナセンニチコウ、コリウス（ニシキジソ）、メキシコヒマワリ、ト
レニアなどが新たに見られる。
　伊勢原キャンパスに移転した翌年の1966年に最初に作られた、宿根草と
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一年草のボーダーの詳細な資料には、ボーダーを作るに当たっての作成意図
が詳しく述べられている。その年に作られた宿根草ボーダーの場所が定位
置となりその後もそこに作られるようになった。ボーダーには宿根草では
シロミミナグサ、イワナズナ、ニオイムラサキ、ムラサキツリガネヤナギ、オオ
バナヒエンソウ、一年草ではウルシニア、ネモフィラ、アフリカホウセンカな
どが加わっている。デルフィニウム‘パシフィックハイブリッズ（ジャイアン
ツ）’はボーダーの設計図には載っていないが、キャンパスでは試作が行われ
ている。また、伊勢原キャンパス後期の17年間に渡って、中庭中央の宿根草
と一年草ボーダーの配置と材料植物が記録されている。宿根草ボーダーに
は17年間でのべ120種、158品種、一年草ボーダーには62種、108品種が用い
られた。宿根草ボーダーには基本的な植物の配置があり、それに毎年新しい
種類を加えて構成に変化を与えた。特に、次のような二年草、あるいは二年
草扱いの種類が要所に配置された。デルフィニウム‘パシフィック・ハイブ
リッド’は栽培方法が確立されてボーダーの後段中央に置かれ、フウリンソ
ウ、ウシノシタグサ、ジギタリス、ゼニアオイ、ワシントンルピナス、セイヨウ
オダマキ、アメリカナデシコなどが要所におかれた。また、宿根草ではハア
ザミ、マーガレット、ぺラルゴニウム‘フラ’、ペンステモン・コビエ、前段には
アルケミラ、ワタチョロギ、クンショウギク、アジュガ、ヒメビジョザクラが置
かれた。春～初夏のボーダーの配色としては青、ピンク、淡黄、薄紫、白など
の花色が選ばれ、赤などの鮮やかな色は避けられた。それぞれの色は重なら
ないように、ボーダー全体に色が流れるように配置された。
　以上3つのキャンパスの各種花壇、ボーダーの共通する特徴としては、①
日本の春、夏の季節にそれぞれ合った育てやすく、花期の長い種類が選ばれ
た。②苗は種子から育てることが基本とされた。③草丈の低いものから高
いものまで植物で高低差を出し、花壇、ボーダーに立体感を待たせるように
配置した。④花色は、特に春～初夏は青、ピンク、淡黄、薄紫、白などが用いら
れ、各色がグラデーションをなして流れるように配置された。ただし、夏は
赤、黄などの強い色もある程度用いられた。
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女子農芸専門学校があった当時（1945～46）の世田谷キャンパス（宮内泰之トレース）
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L
u
p
in
u
s 
lu
te
n
s 
キ
バ
ナ
ノ
ハ
ウ
チ
ワ
マ
メ
、
キ
バ
ナ
ル
ピ
ナ
ス
 
マ
メ
科
 
M
at
th
io
la
 i
nc
an
a
 
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
yo
so
ti
s 
al
p
e
st
ri
s 
ワ
ス
ル
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
N
ig
el
la
 d
am
as
ce
na
 
ク
ロ
タ
ネ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
P
ap
av
er
 r
h
o
ea
s 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
 
P
h
lo
x 
d
ru
m
m
o
n
d
ii 
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
S
c
h
iz
an
th
u
s 
p
in
na
tu
s 
ム
レ
ゴ
チ
ョ
ウ
 
ナ
ス
科
 
S
ile
n
e
 a
rm
e
ri
a
 
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
T
an
ac
e
tu
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
p
ar
th
e
n
iu
m
 
ナ
ツ
シ
ロ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
V
e
rb
e
n
a 
x 
h
yb
ri
d
a
 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a 
(t
ri
co
lo
r 
va
r.
 h
o
rt
en
si
s)
 
パ
ン
ジ
ー
、
サ
ン
シ
キ
ス
ミ
レ
 
ス
ミ
レ
科
 
２
．
夏
～
秋
咲
き
一
年
草
 
A
ge
ra
tu
m
 h
o
u
st
o
n
ia
n
u
m
 
ア
ゲ
ラ
タ
ム
 
キ
ク
科
 
A
m
ar
an
th
us
 t
ri
co
lo
r 
ハ
ゲ
イ
ト
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
A
m
m
o
b
iu
m
 a
la
tu
m
 
カ
イ
ザ
イ
ク
 
キ
ク
科
 
A
sc
le
p
ia
s 
cu
ra
ss
av
ic
a
 
ト
ウ
ワ
タ
 
ガ
ガ
イ
モ
科
 
B
ra
ct
ea
nt
ha
 b
ra
ct
ea
ta
 (
H
e
lic
h
rｙ
su
m
 
b
ra
ct
ea
tu
m
) 
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
ar
d
io
sp
e
rm
u
m
 h
a
lic
ac
ab
u
m
 
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
 
ム
ク
ロ
ジ
科
 
C
el
o
si
a 
ar
ge
nt
ea
 v
ar
. 
p
lu
m
o
sa
 
フ
サ
ゲ
イ
ト
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
C
le
o
m
e 
sp
in
o
sa
 
セ
イ
ヨ
ウ
フ
ウ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
 
フ
ウ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
科
 
C
o
sm
o
s 
b
ip
in
na
tu
s 
コ
ス
モ
ス
 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
su
lp
hr
eu
s 
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
 
キ
ク
科
 
G
o
m
p
h
re
n
a 
gl
o
b
o
sa
 
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
Im
p
at
ie
ns
 b
a
ls
am
in
a
 
ホ
ウ
セ
ン
カ
 
ホ
ウ
セ
ン
カ
科
 
Ip
o
m
o
e
a 
q
u
am
o
c
lit
 (
Q
u
a
m
o
c
lit
 p
in
n
at
a
) 
ル
コ
ウ
ソ
ウ
 
ヒ
ル
ガ
オ
科
 
M
ir
ab
ili
s 
ja
la
p
a
 
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
 
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
a
la
ta
 
シ
ュ
ッ
コ
ン
タ
バ
コ
 
ナ
ス
科
 
P
e
tu
n
ia
 x
 h
yb
ri
d
a
 
ペ
チ
ュ
ニ
ア
 
ナ
ス
科
 
P
o
rt
ur
ac
a 
gr
an
d
if
lo
ra
 
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
 
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
  ３
．
二
年
草
 
A
lc
e
a 
（A
lt
ha
ea
) 
ro
se
a
 
タ
チ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
m
ed
iu
m
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
b
ar
b
at
us
 
ア
メ
リ
カ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
４
．
宿
根
草
 
A
c
h
ill
e
a 
m
ill
e
fo
liu
m
 v
ar
. 
ru
b
ru
m
 
ア
カ
バ
ナ
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
A
n
e
m
o
n
e
 h
u
p
e
h
e
n
si
s 
va
r.
 j
ap
o
n
ic
a
 
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
n
e
m
o
n
e
 
×
ｈ
ｙｂ
id
a
 
バ
ラ
ザ
キ
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
q
ui
le
gi
a 
vu
lg
ar
is
 
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ダ
マ
キ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
rg
yr
an
th
e
m
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
 
 
 
 
 
fr
u
te
sc
e
n
s 
モ
ク
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
 
キ
ク
科
 
A
rr
h
e
n
at
h
e
ru
m
 e
la
ti
u
s 
va
r.
 b
u
lb
o
su
m
 
リ
ボ
ン
グ
ラ
ス
 
イ
ネ
科
 
A
st
er
 n
o
v
ib
el
gi
i 
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
、
ユ
ウ
ゼ
ン
ノ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
A
st
er
 t
at
ar
ic
us
 
シ
オ
ン
 
キ
ク
科
 
A
st
ilb
e 
ja
p
o
ni
ca
 
ア
ワ
モ
リ
シ
ョ
ウ
マ
 
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
 
B
le
ti
lla
 s
tr
ia
ta
 
シ
ラ
ン
 
ラ
ン
科
 
C
le
m
at
is
 f
lo
ri
d
a
 
テ
ッ
セ
ン
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
le
m
at
is
 p
at
en
s 
カ
ザ
グ
ル
マ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
D
ia
nt
hu
s 
p
lu
m
ar
iu
s 
ト
コ
ナ
デ
シ
コ
、
タ
ツ
タ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ic
e
n
tr
a 
sp
e
c
ta
b
ili
s 
ケ
マ
ン
ソ
ウ
 
ケ
シ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
u
rp
u
re
a 
キ
ツ
ネ
ノ
テ
ブ
ク
ロ
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
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E
m
ili
a
 c
o
cc
in
ea
 (
ja
va
ni
ca
) 
(C
ac
al
ia
 s
a
gi
ta
ta
) 
カ
カ
リ
ア
、
ベ
ニ
ニ
ガ
ナ
 
キ
ク
科
 
E
p
im
ed
iu
m
 g
ra
nd
if
lo
ru
m
 
イ
カ
リ
ソ
ウ
 
メ
ギ
科
 
F
ili
p
en
d
ul
a 
vu
lg
ar
ia
 
ロ
ク
ベ
ン
シ
モ
ツ
ケ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
シ
モ
ツ
ケ
 
バ
ラ
科
 
H
ib
is
c
u
s 
c
o
c
c
in
e
u
s 
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
H
o
st
a 
lo
n
gi
ss
im
a
 
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
H
o
st
a 
si
eb
o
ld
ia
na
 
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 v
u
lg
ar
e
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 
 
 
 
le
u
c
an
th
e
m
u
m
) 
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
L
yc
h
n
is
 c
o
ro
n
ar
ia
 
ス
イ
セ
ン
ノ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
M
iy
am
ay
o
m
en
a 
sa
va
ti
er
i 
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
 
キ
ク
科
 
N
ie
re
m
b
e
rg
ia
 r
e
p
e
n
s 
ギ
ン
パ
イ
ソ
ウ
 
ナ
ス
科
 
P
ae
o
ni
a 
la
ct
if
lo
ra
 
シ
ャ
ク
ヤ
ク
 
ボ
タ
ン
科
 
P
ap
av
er
 b
ra
ct
ea
tu
m
 
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
 
 
ケ
シ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
su
b
ul
at
a
 
ハ
ナ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hy
so
st
eg
ia
 v
ir
gi
n
ia
na
 
ハ
ナ
ト
ラ
ノ
オ
 
シ
ソ
科
 
P
ri
m
ul
a 
ve
ri
s 
キ
バ
ナ
ノ
ク
リ
ン
ザ
ク
ラ
、
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
S
ca
b
io
sa
 a
tr
o
p
u
rp
u
re
a 
セ
イ
ヨ
ウ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
 
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
科
 
S
to
ke
si
a 
la
e
vi
s 
ル
リ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ra
d
e
sc
an
ti
a 
c
h
in
e
n
si
s 
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
 
ツ
ユ
ク
サ
科
 
Z
an
te
d
e
sc
h
ia
 a
e
th
io
p
ic
a
 
オ
ラ
ン
ダ
カ
イ
ウ
 
サ
ト
イ
モ
科
 
５
．
球
根
類
 
A
lli
um
 v
ic
to
ri
a
lis
 s
ub
sp
. 
p
la
ty
p
hy
llu
m
 
キ
バ
ナ
ノ
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
 
ユ
リ
科
 
A
m
an
a 
e
d
u
lis
 
ア
マ
ナ
 
ユ
リ
科
 
A
n
e
m
o
n
e
 c
o
ro
n
ar
ia
 
ハ
ナ
イ
チ
ゲ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
an
n
a 
ge
n
e
ra
lis
 
カ
ン
ナ
 
カ
ン
ナ
科
 
C
o
nv
al
la
ri
a
 m
aj
al
is
 
ス
ズ
ラ
ン
 
ユ
リ
科
 
D
ah
lia
 p
in
na
ta
 
ダ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
E
n
d
ym
io
n
 h
is
p
an
ic
u
s 
ツ
リ
ガ
ネ
ズ
イ
セ
ン
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
G
la
d
io
lu
s 
x 
hy
b
ri
d
u
s 
ヒ
メ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
ブ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
 
ア
ヤ
メ
科
 
H
ia
c
in
th
u
s 
o
ri
e
n
ta
lis
 
ニ
シ
キ
ユ
リ
、
ヒ
ア
シ
ン
ス
 
ユ
リ
科
 
Ip
h
e
io
n
 u
n
if
lo
ru
m
 
(B
ro
d
ia
ea
 u
n
if
lo
ra
) 
 
ハ
ナ
ニ
ラ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
o
ju
m
 a
e
st
iv
u
m
 
オ
オ
ナ
ツ
ユ
キ
ソ
ウ
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
L
yc
o
ri
s 
sq
ua
m
ig
er
a 
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
M
u
sc
ar
i 
ar
m
e
n
ia
c
u
m
 
ム
ス
カ
リ
 
ユ
リ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 x
 h
yb
ri
d
u
s 
ラ
ッ
パ
ズ
イ
セ
ン
、
ク
チ
ベ
ニ
ズ
イ
セ
ン
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
R
an
an
c
u
lu
s 
a
si
at
ic
u
s 
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
T
ul
ip
a 
ge
sn
e
ri
an
a
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 
‘カ
ン
ザ
ス
’、
‘ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
’、
 
ユ
リ
科
 
‘ミ
ス
タ
ー
ズ
マ
ー
マ
ン
’、
‘テ
レ
ス
ビ
ウ
ム
’ 
６
．
花
木
 
C
am
el
ia
 j
ap
o
n
ic
a
 
ツ
バ
キ
 
ツ
バ
キ
科
 
C
e
rc
is
 c
h
in
e
n
si
s 
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
 
マ
メ
科
 
C
h
ae
n
o
m
e
le
s 
sp
e
c
io
sa
 
ボ
ケ
 
バ
ラ
科
 
C
o
ry
lo
p
si
s 
p
au
ci
fl
o
ra
 
ヒ
ュ
ウ
ガ
ミ
ズ
キ
 
マ
ン
サ
ク
科
 
C
o
ry
lo
p
si
s 
sp
ic
at
a
 
ト
サ
ミ
ズ
キ
 
マ
ン
サ
ク
科
 
C
yt
is
us
 s
co
p
ar
iu
s 
エ
ニ
シ
ダ
 
マ
メ
科
 
D
eu
tz
ia
 g
ra
c
ili
s 
ヒ
メ
ウ
ツ
ギ
 
ア
ジ
サ
イ
科
 
E
n
ki
an
th
u
s 
p
e
ru
la
tu
s 
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
 
ツ
ツ
ジ
科
 
F
o
rs
yt
hi
a
 s
us
p
en
sa
 
レ
ン
ギ
ョ
 
モ
ク
セ
イ
科
 
G
ar
d
en
ia
 a
ug
u
st
a 
 
ク
チ
ナ
シ
 
ア
カ
ネ
科
 
H
yd
ra
ng
ea
 m
ac
ro
p
hy
lla
 
ア
ジ
サ
イ
 
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
 
K
e
ｒr
ia
 j
ap
o
ni
ca
 
ヤ
マ
ブ
キ
 
バ
ラ
科
 
K
e
rr
ia
 j
ap
o
n
ic
a 
'A
lb
e
sc
e
n
s'
 
シ
ロ
バ
ナ
ヤ
マ
ブ
キ
 
バ
ラ
科
 
L
ag
er
st
ro
em
ia
 i
nd
ic
a
 
サ
ル
ス
ベ
リ
 
ミ
ソ
ハ
ギ
科
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M
ag
no
lia
 k
o
b
u
s 
コ
ブ
シ
 
モ
ク
レ
ン
科
 
M
ag
no
lia
 l
ili
fl
o
ra
 
モ
ク
レ
ン
 
モ
ク
レ
ン
科
 
M
al
us
 h
al
lia
na
 
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
 
バ
ラ
科
 
O
sm
an
th
u
s 
fr
ag
ra
n
s 
va
r.
 a
ur
an
ti
ac
us
 
キ
ン
モ
ク
セ
イ
 
モ
ク
セ
イ
科
 
P
ae
o
n
ia
 s
u
ff
ru
ti
c
o
sa
 
ボ
タ
ン
 
ボ
タ
ン
科
 
P
ru
n
u
s 
av
iu
m
 
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ザ
ク
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
ru
n
u
s 
la
n
n
e
si
an
a 
va
r.
 l
an
n
e
si
an
a
 
サ
ト
ザ
ク
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
ru
n
u
s 
m
u
m
e
 
ウ
メ
 
バ
ラ
科
 
R
o
sa
 l
ae
vi
ga
ta
 
ナ
ニ
ワ
イ
バ
ラ
 
バ
ラ
科
 
S
er
is
sa
 f
o
et
id
a 
(j
ap
o
ni
ca
) 
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ゲ
 
ア
カ
ネ
科
 
S
p
ir
ae
a 
ca
nt
o
ni
en
si
s 
コ
デ
マ
リ
 
バ
ラ
科
 
S
p
ir
ae
a 
p
ru
ni
fo
lia
 
シ
ジ
ミ
バ
ナ
 
バ
ラ
科
 
S
p
ir
ae
a 
th
u
n
b
e
rg
ii 
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
 
バ
ラ
科
 
S
yr
in
ga
 h
yb
ri
d
s 
ラ
イ
ラ
ッ
ク
 
モ
ク
セ
イ
科
 
 第
2
表
 
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
初
期
の
植
物
（1
9
4
7
年
春
-
1
9
4
8
年
6
月
）；
日
誌
よ
り
 
（深
谷
 
2
0
0
8
) 
 
 
１
．
春
咲
き
一
年
草
 
学
名
（旧
学
名
） 
和
名
 
科
名
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
キ
ン
キ
ョ
ソ
ウ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
B
el
lis
 p
er
en
n
is
 
ヒ
ナ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
B
ri
za
 m
ax
im
a
 
コ
バ
ン
ソ
ウ
 
イ
ネ
科
 
B
ra
ss
ic
a 
o
re
la
ci
a 
v
ar
. 
ac
ep
ha
la
 
ハ
ボ
タ
ン
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
B
ro
w
al
lia
 e
la
ta
 
ブ
ロ
ワ
リ
ア
 
ナ
ス
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 
キ
ン
セ
ン
カ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 (
D
e
lp
hi
ni
u
m
 a
ja
ci
s)
 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
、
チ
ド
リ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 
am
ab
ile
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
c
h
in
e
n
si
s 
セ
キ
チ
ク
、
カ
ラ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
o
ro
th
e
an
th
u
s 
（M
e
ss
e
m
b
ry
an
th
e
m
u
m
） 
 
 
 
b
el
lid
if
o
rm
is
 
 
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
 
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
 
E
ry
si
m
um
 c
ap
it
at
um
 
キ
バ
ナ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
ry
si
m
u
m
 (
C
h
e
ir
an
th
u
s)
 c
h
e
ir
i 
ニ
オ
イ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
（ウ
ォ
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー
） 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
sc
hs
ch
o
lt
zi
a 
ca
lif
o
rn
ic
a
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
ケ
シ
科
 
G
yp
so
p
hi
la
 e
le
ga
ns
 
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ム
レ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
L
at
hy
ru
s 
o
d
o
ra
tu
s 
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
 
マ
メ
科
 
L
in
u
m
 
リ
ナ
ム
、
ラ
イ
ナ
ム
 
ア
マ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 (
A
ly
ss
um
) 
m
ar
it
im
a
 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
u
p
in
u
s 
lu
te
u
s 
キ
バ
ナ
ル
ピ
ナ
ス
、
キ
バ
ナ
ハ
ウ
チ
ワ
マ
メ
 
マ
メ
科
 
M
at
io
la
 i
nc
an
a 
'V
er
si
n
ia
' 
ス
ト
ッ
ク
’バ
ー
ジ
ニ
ア
’、
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
yo
so
ti
s 
sc
o
rp
io
id
es
 
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
、
ワ
ス
ル
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
P
ap
av
er
 r
ho
ea
s 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
ri
m
u
la
 P
o
ly
an
th
u
s 
G
ro
u
p
 
プ
リ
ム
ラ
・ポ
リ
ア
ン
サ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
P
ri
m
ul
a 
m
al
ac
o
id
es
 
ケ
シ
ョ
ウ
ザ
ク
ラ
、
オ
ト
メ
ザ
ク
ラ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
P
ri
m
ul
a 
o
b
c
o
n
ic
a
 
ト
キ
ワ
ザ
ク
ラ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
S
c
h
iz
an
th
u
s 
p
in
n
at
u
s 
シ
ザ
ン
サ
ス
 
ナ
ス
科
 
S
ile
n
e
 a
rm
e
ri
a
 
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
S
ile
n
e
 (
L
yc
h
n
is
) 
c
o
e
li-
ro
sa
 
コ
ム
ギ
セ
ン
ノ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
T
an
ac
e
tu
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
p
ar
th
e
n
iu
m
 
ナ
ツ
シ
ロ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
V
e
rb
e
n
a 
h
yb
ri
d
a 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
io
la
 o
d
o
ra
ta
 
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a
 
パ
ン
ジ
ー
 
ス
ミ
レ
科
 
２
．
夏
～
秋
咲
き
一
年
草
 
 
 
 
A
ge
ra
tu
m
 h
o
u
st
o
n
ia
n
u
m
 
オ
オ
カ
ッ
コ
ウ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
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M
ag
no
lia
 k
o
b
u
s 
コ
ブ
シ
 
モ
ク
レ
ン
科
 
M
ag
no
lia
 l
ili
fl
o
ra
 
モ
ク
レ
ン
 
モ
ク
レ
ン
科
 
M
al
us
 h
al
lia
na
 
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
 
バ
ラ
科
 
O
sm
an
th
u
s 
fr
ag
ra
n
s 
va
r.
 a
ur
an
ti
ac
us
 
キ
ン
モ
ク
セ
イ
 
モ
ク
セ
イ
科
 
P
ae
o
n
ia
 s
u
ff
ru
ti
c
o
sa
 
ボ
タ
ン
 
ボ
タ
ン
科
 
P
ru
n
u
s 
av
iu
m
 
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ザ
ク
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
ru
n
u
s 
la
n
n
e
si
an
a 
va
r.
 l
an
n
e
si
an
a
 
サ
ト
ザ
ク
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
ru
n
u
s 
m
u
m
e
 
ウ
メ
 
バ
ラ
科
 
R
o
sa
 l
ae
vi
ga
ta
 
ナ
ニ
ワ
イ
バ
ラ
 
バ
ラ
科
 
S
er
is
sa
 f
o
et
id
a 
(j
ap
o
ni
ca
) 
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ゲ
 
ア
カ
ネ
科
 
S
p
ir
ae
a 
c
an
to
ni
en
si
s 
コ
デ
マ
リ
 
バ
ラ
科
 
S
p
ir
ae
a 
p
ru
ni
fo
lia
 
シ
ジ
ミ
バ
ナ
 
バ
ラ
科
 
S
p
ir
ae
a 
th
u
n
b
e
rg
ii 
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
 
バ
ラ
科
 
S
yr
in
ga
 h
yb
ri
d
s 
ラ
イ
ラ
ッ
ク
 
モ
ク
セ
イ
科
 
 第
2
表
 
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
初
期
の
植
物
（1
9
4
7
年
春
-
1
9
4
8
年
6
月
）；
日
誌
よ
り
 
（深
谷
 
2
0
0
8
) 
 
 
１
．
春
咲
き
一
年
草
 
学
名
（旧
学
名
） 
和
名
 
科
名
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
キ
ン
キ
ョ
ソ
ウ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
B
el
lis
 p
er
en
n
is
 
ヒ
ナ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
B
ri
za
 m
ax
im
a
 
コ
バ
ン
ソ
ウ
 
イ
ネ
科
 
B
ra
ss
ic
a 
o
re
la
ci
a 
v
ar
. 
ac
ep
ha
la
 
ハ
ボ
タ
ン
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
B
ro
w
al
lia
 e
la
ta
 
ブ
ロ
ワ
リ
ア
 
ナ
ス
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 
キ
ン
セ
ン
カ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 (
D
e
lp
hi
ni
u
m
 a
ja
ci
s)
 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
、
チ
ド
リ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 
am
ab
ile
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
c
h
in
e
n
si
s 
セ
キ
チ
ク
、
カ
ラ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
o
ro
th
e
an
th
u
s 
（M
e
ss
e
m
b
ry
an
th
e
m
u
m
） 
 
 
 
b
el
lid
if
o
rm
is
 
 
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
 
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
 
E
ry
si
m
um
 c
ap
it
at
um
 
キ
バ
ナ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
ry
si
m
u
m
 (
C
h
e
ir
an
th
u
s)
 c
h
e
ir
i 
ニ
オ
イ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
（ウ
ォ
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー
） 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
sc
hs
ch
o
lt
zi
a 
ca
lif
o
rn
ic
a
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
ケ
シ
科
 
G
yp
so
p
hi
la
 e
le
ga
ns
 
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ム
レ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
L
at
hy
ru
s 
o
d
o
ra
tu
s 
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
 
マ
メ
科
 
L
in
u
m
 
リ
ナ
ム
、
ラ
イ
ナ
ム
 
ア
マ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 (
A
ly
ss
um
) 
m
ar
it
im
a
 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
u
p
in
u
s 
lu
te
u
s 
キ
バ
ナ
ル
ピ
ナ
ス
、
キ
バ
ナ
ハ
ウ
チ
ワ
マ
メ
 
マ
メ
科
 
M
at
io
la
 i
nc
an
a 
'V
er
si
n
ia
' 
ス
ト
ッ
ク
’バ
ー
ジ
ニ
ア
’、
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
yo
so
ti
s 
sc
o
rp
io
id
es
 
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
、
ワ
ス
ル
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
P
ap
av
er
 r
ho
ea
s 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
ri
m
u
la
 P
o
ly
an
th
u
s 
G
ro
u
p
 
プ
リ
ム
ラ
・ポ
リ
ア
ン
サ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
P
ri
m
ul
a 
m
al
ac
o
id
es
 
ケ
シ
ョ
ウ
ザ
ク
ラ
、
オ
ト
メ
ザ
ク
ラ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
P
ri
m
ul
a 
o
b
c
o
n
ic
a
 
ト
キ
ワ
ザ
ク
ラ
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
S
c
h
iz
an
th
u
s 
p
in
n
at
u
s 
シ
ザ
ン
サ
ス
 
ナ
ス
科
 
S
ile
n
e
 a
rm
e
ri
a
 
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
S
ile
n
e
 (
L
yc
h
n
is
) 
c
o
e
li-
ro
sa
 
コ
ム
ギ
セ
ン
ノ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
T
an
ac
e
tu
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
p
ar
th
e
n
iu
m
 
ナ
ツ
シ
ロ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
V
e
rb
e
n
a 
h
yb
ri
d
a 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
io
la
 o
d
o
ra
ta
 
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a
 
パ
ン
ジ
ー
 
ス
ミ
レ
科
 
２
．
夏
～
秋
咲
き
一
年
草
 
 
 
 
A
ge
ra
tu
m
 h
o
u
st
o
n
ia
n
u
m
 
オ
オ
カ
ッ
コ
ウ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
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A
m
ar
an
th
u
s 
ca
ud
at
u
s 
ヒ
モ
ゲ
イ
ト
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
A
m
ar
an
th
us
 t
ri
co
lo
r 
ハ
ゲ
イ
ト
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
A
m
m
o
b
iu
m
 
al
at
u
m
 
カ
イ
ザ
イ
ク
 
キ
ク
科
 
A
rc
to
ti
s 
gr
an
d
is
 
ア
ー
ク
ト
ー
チ
ス
 
キ
ク
科
 
A
sc
le
p
ia
s 
cu
ra
ss
av
ic
a
 
ト
ウ
ワ
タ
 
ガ
ガ
イ
モ
科
 
B
eg
o
n
ia
 
S
e
m
p
e
rf
lo
re
n
s-
c
u
lt
o
ru
m
 G
ro
up
 
シ
キ
ザ
キ
ベ
ゴ
ニ
ア
 
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
科
 
B
ra
c
te
an
th
a 
b
ra
c
te
at
a 
(H
el
ic
ｈ
ry
su
m
 
 
 
 
b
ra
ct
ea
tu
m
) 
 
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
al
lis
te
p
hu
s 
ch
in
en
si
s 
エ
ゾ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
ar
d
io
sp
e
rm
u
m
 h
a
lic
ac
ab
u
m
 
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
 
ム
ク
ロ
ジ
科
 
C
at
h
ar
an
th
u
s 
ro
se
u
s 
(V
in
c
a 
ro
se
a)
 
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
 
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
 
C
el
o
si
a 
ar
ge
n
te
a
 
セ
ロ
シ
ア
 
ス
パ
イ
カ
 
ヒ
ユ
科
 
C
le
o
m
e 
sp
in
o
sa
 
セ
イ
ヨ
ウ
フ
ウ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
 
フ
ウ
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
ti
nc
to
ri
a
 
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
b
ip
in
na
tu
s 
コ
ス
モ
ス
 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
su
lp
h
u
re
u
s 
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
 
キ
ク
科
 
G
o
m
p
h
re
n
a 
gl
o
b
o
sa
 
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
 
ヒ
ユ
科
 
H
ib
is
c
u
s 
c
o
c
c
in
e
u
s 
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
Im
p
at
ie
ns
 b
a
ls
am
in
a
 
ホ
ウ
セ
ン
カ
 
ホ
ウ
セ
ン
カ
科
 
Ip
o
m
o
e
a 
q
u
am
o
c
lit
 (
Q
u
a
m
o
c
lit
 p
in
n
at
a
) 
ル
コ
ウ
ソ
ウ
、
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ル
コ
ウ
 
ヒ
ル
ガ
オ
科
 
Ip
o
m
o
ea
 t
ri
c
o
lo
r 
セ
イ
ヨ
ウ
ア
サ
ガ
オ
、
ソ
ラ
イ
ロ
ア
サ
ガ
オ
 
ヒ
ル
ガ
オ
科
 
L
im
o
ni
u
m
 
リ
モ
ニ
ウ
ム
 
イ
ソ
マ
ツ
科
 
M
ir
ab
ili
s 
ja
la
p
a
 
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
 
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
a
la
ta
 
シ
ュ
ッ
コ
ン
タ
バ
コ
 
タ
バ
コ
科
 
P
e
tu
n
ia
 h
yb
ri
d
a
 
ペ
チ
ュ
ニ
ア
 
ナ
ス
科
 
P
er
si
ca
ri
a 
(P
o
ly
go
nu
m
) 
o
ri
en
ta
le
 
オ
オ
ケ
タ
デ
 
タ
デ
科
 
P
o
rt
ur
ac
a 
gr
an
d
if
lo
ra
 
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
 
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
 
S
al
vi
a 
fa
ri
na
ce
a
 
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
T
ag
e
te
s 
e
re
c
ta
 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ア
フ
リ
カ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
 
キ
ク
科
 
T
ag
et
es
 p
at
ul
a
 
コ
ウ
オ
ウ
ソ
ウ
、
フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
 
キ
ク
科
 
T
ro
p
ae
o
lu
m
 m
aj
u
s 
キ
ン
レ
ン
カ
、
ナ
ス
タ
ー
チ
ュ
ー
ム
 
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
レ
ン
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 
 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
３
．
二
年
草
 
A
lc
e
a 
(A
lt
h
ae
a)
 r
o
se
a
 
タ
チ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
m
ed
iu
m
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
b
ar
b
at
us
 
ア
メ
リ
カ
ナ
デ
シ
コ
、
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
４
．
宿
根
草
 
A
ch
ill
ea
 f
ili
p
en
d
u
lin
a
 
キ
バ
ナ
ノ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
A
ch
ill
ea
 m
ilｌ
e
fo
ri
u
m
 
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
A
n
c
h
u
sa
 a
zu
re
a
 
ウ
シ
ノ
シ
タ
グ
サ
、
セ
イ
タ
カ
ル
リ
ソ
ウ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
A
n
e
m
o
n
e
 x
 h
yb
ri
d
a
 
バ
ラ
ザ
キ
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
q
ui
le
gi
a 
vu
lg
ar
is
 
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ダ
マ
キ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
rg
yr
an
th
em
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
 
 
 
fr
u
te
sc
e
n
s 
モ
ク
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
 
キ
ク
科
 
A
rr
h
e
n
at
h
e
ru
m
 e
la
ti
u
s 
va
r.
 b
u
lb
o
su
m
 
リ
ボ
ン
グ
ラ
ス
 
イ
ネ
科
 
A
st
er
 n
o
v
ib
el
gi
i 
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
、
ユ
ウ
ゼ
ン
ノ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
B
le
ti
lla
 s
tr
ia
ta
 
シ
ラ
ン
 
ラ
ン
科
 
C
am
p
an
ul
a 
la
ct
if
lo
ra
 
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
 
カ
ブ
ラ
ギ
キ
ョ
ウ
モ
ド
キ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 x
 m
o
ri
fo
liu
m
 
キ
ク
 
キ
ク
科
 
C
ir
si
um
 j
ap
o
n
ic
um
 
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
N
ie
re
m
b
e
rg
ia
 r
e
p
e
n
s 
ギ
ン
パ
イ
ソ
ウ
 
ナ
ス
科
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D
ia
nt
hu
s 
p
lu
m
ar
iu
s 
タ
ツ
タ
ナ
デ
シ
コ
、
ト
コ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
ur
p
ur
ea
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
E
ch
in
o
p
s 
ri
tr
o
 
ル
リ
タ
マ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
G
ai
lla
rd
ia
 p
ul
ch
e
lla
 
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
e
rb
e
ra
 j
am
e
so
n
ii 
ガ
ー
ベ
ラ
 
キ
ク
科
 
G
e
u
m
 c
h
iｌo
e
n
se
 
チ
リ
ー
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
 
バ
ラ
科
 
H
e
ri
an
th
u
s 
tu
b
e
ro
su
s 
キ
ク
イ
モ
 
キ
ク
科
 
H
el
io
p
si
s 
he
lia
nt
ho
id
es
 
キ
ク
イ
モ
モ
ド
キ
 
キ
ク
科
 
H
e
m
e
ro
c
al
lis
 d
u
m
o
rt
ie
ri
 
ヒ
メ
カ
ン
ゾ
ウ
 
ユ
リ
科
 
H
ib
is
c
u
s 
c
o
c
c
in
e
u
s 
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
H
ib
is
cu
c 
m
ut
ab
ili
s 
 
フ
ヨ
ウ
 
ア
オ
イ
科
 
H
o
st
a 
m
o
nt
an
a
 
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
H
o
st
a 
lo
n
gi
ss
im
a
 
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
Ir
is
 g
er
m
an
ic
a
 
ド
イ
ツ
ア
ヤ
メ
 
ア
ヤ
メ
科
 
Ir
is
 g
er
m
an
ic
a 
'F
lo
re
nt
in
a'
 
ニ
オ
イ
ア
ヤ
メ
 
‘フ
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ア
’ 
ア
ヤ
メ
科
 
Ir
is
 t
h
u
n
b
e
rg
ii 
( 
ka
m
a
ya
m
a)
 
カ
マ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ブ
 
ア
ヤ
メ
科
 
K
ni
p
ho
fi
a 
 
ジ
ャ
グ
マ
ユ
リ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 v
u
lg
ar
e
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 
 
 
 
 
le
u
c
an
th
e
m
u
m
) 
 
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
L
ia
tr
is
 s
p
ic
at
a
 
キ
リ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
M
ac
le
ya
 c
o
rd
at
a
 
タ
ケ
ニ
グ
サ
 
ケ
シ
科
 
M
is
ca
nt
hu
s 
si
ne
n
si
s 
ス
ス
キ
 
イ
ネ
科
 
M
iy
am
ay
o
m
en
a 
sa
va
ti
er
i 
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
 
キ
ク
科
 
M
o
n
ar
d
a 
d
id
im
a
 
タ
イ
マ
ツ
バ
ナ
 
シ
ソ
科
 
P
at
ri
ni
a 
sc
ab
io
si
fo
lia
 
オ
ミ
ナ
エ
シ
 
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
 
P
er
si
ca
ri
a 
(P
o
ly
go
nu
m
) 
fi
lif
o
rm
e
 
ミ
ズ
ヒ
キ
 
タ
デ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
su
b
ul
at
a
 
ハ
ナ
ツ
メ
ク
サ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hy
so
st
eg
ia
 v
ir
gi
n
ia
na
 
ハ
ナ
ト
ラ
ノ
オ
 
シ
ソ
科
 
R
ud
b
ec
ki
a 
la
c
in
ia
ta
 
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
S
ca
b
io
sa
 a
tr
o
p
ur
p
ur
ea
 
セ
イ
ヨ
ウ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
 
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
科
 
S
to
ke
si
a 
la
ev
is
 
ス
ト
ケ
シ
ア
、
ル
リ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ra
d
es
ca
nt
ia
 r
ef
le
xa
 
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
 
ツ
ユ
ク
サ
科
 
V
er
o
ni
ca
 l
o
ng
if
o
lia
 
ベ
ロ
ニ
カ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
b
o
n
ar
ie
n
si
s 
サ
ン
ジ
ャ
ク
バ
ー
ベ
ナ
、
コ
ダ
チ
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
５
．
球
根
類
 
C
an
n
a 
in
d
ic
u
m
 
カ
ン
ナ
 
カ
ン
ナ
科
 
D
ah
lia
 p
in
na
ta
 
ダ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
H
ya
c
in
th
o
id
e
s 
n
o
n
-
sc
ri
p
ta
 
 
ヒ
メ
ツ
リ
ガ
ネ
ズ
イ
セ
ン
 
ユ
リ
科
 
Ip
h
e
io
n
 (
B
ro
ad
ia
) 
un
if
lo
ra
 
ハ
ナ
ニ
ラ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
o
ju
m
 a
e
st
iv
u
m
 
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
L
yc
o
ri
s 
sq
ua
m
ig
er
a 
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
M
u
sc
ar
i 
ar
m
e
n
ia
c
u
m
 
ム
ス
カ
リ
 
ユ
リ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 
p
o
e
ti
c
u
s 
ク
チ
ベ
ニ
ズ
イ
セ
ン
 
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 p
se
u
d
o
n
ar
c
is
su
s 
ラ
ッ
パ
ズ
イ
セ
ン
 
‘
キ
ン
グ
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
’ 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
R
an
u
n
c
u
lu
s 
a
si
at
ic
u
s 
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
S
ci
lla
 
 
シ
ラ
ー
 
ユ
リ
科
 
S
ci
lla
 s
c
ill
o
id
es
 
ツ
ル
ボ
 
ユ
リ
科
 
T
ul
ip
a 
ge
sn
er
ia
na
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 
‘
ウ
ィ
リ
ア
ム
ピ
ッ
ト
’、
‘
カ
ン
ザ
ス
’、
 
‘
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
’、
‘
ミ
ス
タ
ー
ズ
マ
ー
マ
ン
’、
‘
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
’、
‘
イ
エ
ロ
ー
ダ
ー
ウ
ィ
ン
’ 
ユ
リ
科
 
６
．
花
木
 
H
ib
is
cu
s 
sy
ri
ac
u
s 
ム
ク
ゲ
 
ア
オ
イ
科
 
L
ag
er
st
ro
em
ia
 i
nd
ic
a
 
サ
ル
ス
ベ
リ
 
ミ
ソ
ハ
ギ
科
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D
ia
nt
hu
s 
p
lu
m
ar
iu
s 
タ
ツ
タ
ナ
デ
シ
コ
、
ト
コ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
ur
p
ur
ea
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
E
ch
in
o
p
s 
ri
tr
o
 
ル
リ
タ
マ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
G
ai
lla
rd
ia
 p
ul
ch
e
lla
 
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
e
rb
e
ra
 j
am
e
so
n
ii 
ガ
ー
ベ
ラ
 
キ
ク
科
 
G
e
u
m
 c
h
iｌo
e
n
se
 
チ
リ
ー
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
 
バ
ラ
科
 
H
e
ri
an
th
u
s 
tu
b
e
ro
su
s 
キ
ク
イ
モ
 
キ
ク
科
 
H
el
io
p
si
s 
he
lia
nt
ho
id
es
 
キ
ク
イ
モ
モ
ド
キ
 
キ
ク
科
 
H
e
m
e
ro
c
al
lis
 d
u
m
o
rt
ie
ri
 
ヒ
メ
カ
ン
ゾ
ウ
 
ユ
リ
科
 
H
ib
is
c
u
s 
c
o
c
c
in
e
u
s 
モ
ミ
ジ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
H
ib
is
cu
c 
m
ut
ab
ili
s 
 
フ
ヨ
ウ
 
ア
オ
イ
科
 
H
o
st
a 
m
o
nt
an
a
 
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
H
o
st
a 
lo
n
gi
ss
im
a
 
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
 
ユ
リ
科
 
Ir
is
 g
er
m
an
ic
a
 
ド
イ
ツ
ア
ヤ
メ
 
ア
ヤ
メ
科
 
Ir
is
 g
er
m
an
ic
a 
'F
lo
re
nt
in
a'
 
ニ
オ
イ
ア
ヤ
メ
 
‘フ
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ア
’ 
ア
ヤ
メ
科
 
Ir
is
 t
h
u
n
b
e
rg
ii 
( 
ka
m
a
ya
m
a)
 
カ
マ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
ブ
 
ア
ヤ
メ
科
 
K
ni
p
ho
fi
a 
 
ジ
ャ
グ
マ
ユ
リ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 v
u
lg
ar
e
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 
 
 
 
 
le
u
c
an
th
e
m
u
m
) 
 
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
L
ia
tr
is
 s
p
ic
at
a
 
キ
リ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
M
ac
le
ya
 c
o
rd
at
a
 
タ
ケ
ニ
グ
サ
 
ケ
シ
科
 
M
is
ca
nt
hu
s 
si
ne
n
si
s 
ス
ス
キ
 
イ
ネ
科
 
M
iy
am
ay
o
m
en
a 
sa
va
ti
er
i 
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
 
キ
ク
科
 
M
o
n
ar
d
a 
d
id
im
a
 
タ
イ
マ
ツ
バ
ナ
 
シ
ソ
科
 
P
at
ri
ni
a 
sc
ab
io
si
fo
lia
 
オ
ミ
ナ
エ
シ
 
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
 
P
er
si
ca
ri
a 
(P
o
ly
go
nu
m
) 
fi
lif
o
rm
e
 
ミ
ズ
ヒ
キ
 
タ
デ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
su
b
ul
at
a
 
ハ
ナ
ツ
メ
ク
サ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hy
so
st
eg
ia
 v
ir
gi
n
ia
na
 
ハ
ナ
ト
ラ
ノ
オ
 
シ
ソ
科
 
R
ud
b
ec
ki
a 
la
c
in
ia
ta
 
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
S
ca
b
io
sa
 a
tr
o
p
ur
p
ur
ea
 
セ
イ
ヨ
ウ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
 
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
科
 
S
to
ke
si
a 
la
ev
is
 
ス
ト
ケ
シ
ア
、
ル
リ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ra
d
es
ca
nt
ia
 r
ef
le
xa
 
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
 
ツ
ユ
ク
サ
科
 
V
er
o
ni
ca
 l
o
ng
if
o
lia
 
ベ
ロ
ニ
カ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
b
o
n
ar
ie
n
si
s 
サ
ン
ジ
ャ
ク
バ
ー
ベ
ナ
、
コ
ダ
チ
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
５
．
球
根
類
 
C
an
n
a 
in
d
ic
u
m
 
カ
ン
ナ
 
カ
ン
ナ
科
 
D
ah
lia
 p
in
na
ta
 
ダ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
H
ya
c
in
th
o
id
e
s 
n
o
n
-
sc
ri
p
ta
 
 
ヒ
メ
ツ
リ
ガ
ネ
ズ
イ
セ
ン
 
ユ
リ
科
 
Ip
h
e
io
n
 (
B
ro
ad
ia
) 
un
if
lo
ra
 
ハ
ナ
ニ
ラ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
o
ju
m
 a
e
st
iv
u
m
 
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
L
yc
o
ri
s 
sq
ua
m
ig
er
a 
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
M
u
sc
ar
i 
ar
m
e
n
ia
c
u
m
 
ム
ス
カ
リ
 
ユ
リ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 
p
o
e
ti
c
u
s 
ク
チ
ベ
ニ
ズ
イ
セ
ン
 
 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 p
se
u
d
o
n
ar
c
is
su
s 
ラ
ッ
パ
ズ
イ
セ
ン
 
‘
キ
ン
グ
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
’ 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
R
an
u
n
c
u
lu
s 
a
si
at
ic
u
s 
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
S
ci
lla
 
 
シ
ラ
ー
 
ユ
リ
科
 
S
ci
lla
 s
c
ill
o
id
es
 
ツ
ル
ボ
 
ユ
リ
科
 
T
ul
ip
a 
ge
sn
er
ia
na
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 
‘
ウ
ィ
リ
ア
ム
ピ
ッ
ト
’、
‘
カ
ン
ザ
ス
’、
 
‘
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
’、
‘
ミ
ス
タ
ー
ズ
マ
ー
マ
ン
’、
‘
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
’、
‘
イ
エ
ロ
ー
ダ
ー
ウ
ィ
ン
’ 
ユ
リ
科
 
６
．
花
木
 
H
ib
is
cu
s 
sy
ri
ac
u
s 
ム
ク
ゲ
 
ア
オ
イ
科
 
L
ag
er
st
ro
em
ia
 i
nd
ic
a
 
サ
ル
ス
ベ
リ
 
ミ
ソ
ハ
ギ
科
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O
sm
an
th
u
s 
fr
ag
ra
n
s 
va
r.
 a
ur
an
ti
ac
us
 
キ
ン
モ
ク
セ
イ
 
モ
ク
セ
イ
科
 
P
ae
o
n
ia
 s
u
ff
ru
ti
c
o
sa
 
ボ
タ
ン
 
ボ
タ
ン
科
 
R
o
sa
 
バ
ラ
 
バ
ラ
科
 
S
p
ir
ae
a 
ca
nt
o
ni
en
si
s 
コ
デ
マ
リ
 
バ
ラ
科
 
 第
３
表
 
1
9
5
5
～
1
9
6
5
年
学
生
作
成
一
年
草
ボ
ー
ダ
ー
図
に
用
い
ら
れ
た
植
物
材
料
 
 
 
 
 
 
 
 
《野
村
順
子
（1
9
5
5
）、
田
沢
照
子
（1
9
5
8
)、
佐
藤
礼
子
(1
9
59
）、
松
本
誠
子
(1
9
6
4
)、
瀬
川
順
子
(1
9
6
5
）》
 
１
．
春
花
壇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
名
 
（旧
学
名
）’
品
種
名
’ 
和
名
 
’品
種
名
’ 
科
名
 
A
m
b
e
rb
o
a 
(C
en
ta
ur
ea
) 
m
o
sc
ha
ta
 
 
ニ
オ
イ
ヤ
グ
ル
マ
、
ス
イ
ー
ト
サ
ル
タ
ン
 
キ
ク
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
'P
ri
n
c
e
 o
f 
O
ra
n
ge
' 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
プ
リ
ン
ス
 
オ
ブ
 
オ
レ
ン
ジ
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
'G
o
lia
th
' 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
ゴ
リ
ア
テ
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
'B
ri
gh
t 
Y
el
lo
w
' 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
ブ
ラ
イ
ト
 
イ
エ
ロ
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
B
el
lis
 p
er
en
n
is
 '
M
ix
ed
 C
o
lo
rs
' 
ヒ
ナ
ギ
ク
 
‘
ミ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー
’ 
キ
ク
科
 
B
ra
ch
ys
co
m
e 
ib
er
id
if
o
lia
 '
M
ix
tu
re
' 
ブ
ラ
キ
カ
ム
 
‘
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
’ 
キ
ク
科
 
B
ri
za
 m
ax
im
a
 
コ
バ
ン
ソ
ウ
 
イ
ネ
科
 
B
ro
w
al
lia
 a
m
er
ic
an
a
 
ブ
ロ
ワ
リ
ア
、
ル
リ
マ
ガ
リ
バ
ナ
 
ナ
ス
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 '
O
ra
n
ge
 F
lu
b
b
y'
 
キ
ン
セ
ン
カ
 
‘
オ
レ
ン
ジ
 
フ
ル
ビ
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 '
O
ra
n
ge
 Q
ui
lls
' 
キ
ン
セ
ン
カ
 
‘
オ
レ
ン
ジ
 
ク
ル
ス
’ 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
'P
in
ki
e
' 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
‘
ピ
ン
キ
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 
（D
el
p
hi
n
iu
m
 a
ja
ci
s）
 
 
 
 
 
'S
te
e
p
le
 C
h
as
e
' 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
‘
ス
テ
ィ
ー
プ
ル
 
チ
ェ
イ
ス
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
re
p
is
 r
u
b
ra
 '
P
u
re
 P
in
k'
 
モ
モ
イ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
 
‘
ピ
ュ
ア
ピ
ン
ク
’ 
キ
ク
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 a
m
ab
ile
 '
F
ir
m
am
en
t'
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
フ
ィ
ア
マ
メ
ン
ト
’ 
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 a
m
ab
ile
 '
B
lu
e 
B
ir
d
' 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
’ 
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
im
o
rp
ho
th
ec
a 
si
nu
at
a 
(a
ur
an
ti
ac
a)
 
デ
ィ
モ
ル
フ
ォ
セ
カ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
E
ry
si
m
u
m
 (
C
h
e
ir
an
th
u
s）
c
h
e
ir
i 
'G
o
ld
e
n
 
 
 
 
B
e
d
d
e
r'
 
ニ
オ
イ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
 
‘ゴ
ー
ル
デ
ン
 
ベ
ダ
ー
’
（ウ
ォ
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー
） 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
sc
h
sc
h
o
lt
zi
a 
ca
lif
o
rn
ic
a 
'G
o
ld
en
 O
ra
ng
e'
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
‘ゴ
ー
ル
デ
ン
 
オ
レ
ン
ジ
’ 
 
ケ
シ
科
 
E
sc
hs
ch
o
lt
zi
a 
ca
lif
o
rn
ic
a 
'S
in
gl
e 
F
lo
w
er
in
g'
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
‘シ
ン
グ
ル
 
フ
ラ
ワ
ー
’ 
ケ
シ
科
 
F
e
lic
ai
 b
e
rg
e
ri
an
a
 
ブ
ル
ー
デ
ー
ジ
ー
 
キ
ク
科
 
G
yp
so
p
hi
la
 e
le
ga
ns
 '
K
in
g 
o
f 
th
e 
M
ar
ke
t'
 
カ
ス
ミ
ソ
ウ
 
‘
キ
ン
グ
 
オ
ブ
 
マ
ー
ケ
ッ
ト
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
Ib
el
lis
 u
m
b
el
la
ta
 '
F
re
sh
 P
in
k'
 
イ
ベ
リ
ス
（キ
ャ
ン
デ
ィ
タ
フ
ト
） 
‘
フ
レ
ッ
シ
ュ
 
ピ
ン
ク
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
Ib
el
lis
 u
m
b
el
la
ta
 '
L
it
tl
e 
P
ri
nc
e'
 
イ
ベ
リ
ス
（キ
ャ
ン
デ
ィ
タ
フ
ト
） 
‘
リ
ト
ル
 
プ
リ
ン
セ
ス
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
o
b
e
lia
 e
ri
n
u
s 
'B
lu
e
 S
to
n
e
' 
ル
リ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
 
‘
ブ
ル
ー
 
ス
ト
ー
ン
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
L
o
b
el
ia
 e
ri
nu
s 
'C
ry
st
al
 P
al
ac
e'
 
ル
リ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
 
‘
ク
リ
ス
タ
ル
 
パ
レ
ス
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 (
A
ly
ss
um
) 
m
ar
it
im
a 
'C
ar
p
et
 o
f 
 
 
 
S
no
w
' 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
‘
カ
ー
ペ
ッ
ト
 
ス
ノ
ー
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 (
A
ly
ss
um
) 
m
ar
it
im
a 
'V
io
le
t 
Q
ue
en
' 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
‘
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
 
ク
イ
ー
ン
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 (
A
ly
ss
u
m
) 
m
ar
it
im
a 
'S
w
e
e
t'
 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
‘
ス
イ
ー
ト
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
u
p
in
u
s 
p
o
ly
p
h
yl
lu
s 
(s
u
b
c
ar
n
o
su
s)
 '
R
u
ss
e
ll'
 
ワ
シ
ン
ト
ン
ル
ピ
ナ
ス
 
‘
ラ
ッ
セ
ル
’ 
マ
メ
科
 
L
u
p
in
u
s 
p
o
ly
p
h
yl
lu
s 
(s
u
b
ca
rn
o
su
s)
 '
T
ex
as
 
 
 
 
B
lu
e
 B
o
n
n
e
t'
 
ワ
シ
ン
ト
ン
ル
ピ
ナ
ス
 
‘
テ
キ
サ
ス
 
ブ
ル
ー
 
ボ
ネ
ッ
ト
’ 
マ
メ
科
 
M
at
th
io
la
 i
n
c
an
a
 
ニ
オ
イ
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
yo
so
ti
s 
al
p
e
st
ri
s 
(s
y
lv
at
ic
a)
 '
B
lu
e 
B
ir
d
' 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
M
yo
so
ti
s 
sc
o
rp
io
id
es
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
N
em
es
ia
 s
tr
um
o
sa
 
ウ
ン
ラ
ン
モ
ド
キ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
N
em
o
p
hi
la
 m
en
zi
e
si
i 
(i
ns
ig
ni
s)
 
ル
リ
カ
ラ
ク
サ
 
 
ハ
ゼ
リ
ソ
ウ
科
 
P
ap
av
e
r 
n
u
d
ic
au
le
 
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・ポ
ピ
ー
 
ケ
シ
科
 
P
ap
av
e
r 
o
ri
e
n
ta
le
 '
P
ri
n
c
e
ss
 V
ic
to
ri
a 
L
o
u
is
e
' 
オ
ニ
ゲ
シ
 
‘
プ
リ
ン
セ
ス
 
ビ
ク
ト
リ
ア
 
ル
イ
ス
’ 
ケ
シ
科
 
P
ap
av
er
 r
h
o
e
as
 
 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
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P
h
lo
x 
d
ru
m
m
o
n
d
ii 
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
va
r.
 s
te
lla
ri
s 
ホ
シ
ザ
キ
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
ri
m
ul
a 
m
al
ac
o
id
es
 
ケ
シ
ョ
ウ
ザ
ク
ラ
、
オ
ト
メ
ザ
ク
ラ
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グ
リ
ー
ン
、
レ
ッ
ド
、
 
ブ
ラ
ウ
ン
’ 
シ
ソ
科
 
T
ag
et
es
 e
re
c
ta
 '
C
an
ar
y 
Y
el
lo
w
' 
マ
ン
ジ
ュ
ギ
ク
 
（ア
フ
リ
カ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
 
ド
） 
‘
カ
ナ
リ
ー
イ
エ
ロ
ー
’ 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
p
at
ul
a 
'P
e
ti
te
 O
ra
n
ge
' 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
（フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ド
） 
 
‘
プ
チ
ィ
ッ
ト
 
オ
レ
ン
ジ
’ 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
p
at
u
la
 '
D
o
u
b
le
 F
re
n
c
h
' 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
（フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ド
） 
 
‘
ダ
ブ
ル
 
フ
レ
ン
チ
’ 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
p
at
ul
a 
'H
ar
m
o
ny
' 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
（フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
） 
 
‘
ハ
ー
モ
ニ
ー
’ 
キ
ク
科
 
T
ag
et
es
 p
at
ul
a 
'Y
el
lo
w
 P
y
gm
y'
 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
（フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
） 
 
‘
イ
エ
ロ
ー
 
ピ
グ
ミ
ー
’ 
キ
ク
科
 
T
it
ho
ni
a 
ro
tu
nd
if
o
lia
 (
sp
ec
io
sa
) 
メ
キ
シ
コ
ヒ
マ
ワ
リ
 
キ
ク
科
 
T
o
re
n
ia
 f
o
u
rn
ie
ri
 '
D
e
e
p
 B
lu
e
' 
ト
レ
ニ
ア
 
‘
デ
ィ
ー
プ
 
ブ
ル
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
T
o
re
n
ia
 f
o
u
rn
ie
ri
 '
L
ig
h
t 
B
lu
e'
 
ト
レ
ニ
ア
 
‘
ラ
イ
ト
 
ブ
ル
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
T
o
re
n
ia
 f
o
u
rn
ie
ri
 '
W
h
it
e
 W
in
gs
' 
ト
レ
ニ
ア
 
‘
ホ
ワ
イ
ト
 
ウ
イ
ン
グ
ス
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
T
ro
p
ae
o
lu
m
 m
aj
u
s 
キ
ン
レ
ン
カ
、
ナ
ス
タ
チ
ゥ
ム
 
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
レ
ン
科
 
Z
in
ni
a 
an
gu
st
if
o
lia
 (
lin
ea
ri
s)
 
ホ
ソ
バ
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 '
E
xq
ui
si
te
' 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
‘
エ
ク
イ
ジ
ッ
ト
’ 
キ
ク
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 '
G
ia
nt
 o
f 
C
al
if
o
rn
ia
 Z
in
ni
a'
 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
‘
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
 
カ
リ
 
フ
ォ
ル
ニ
ア
 
ジ
ニ
ア
’ 
キ
ク
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 '
C
an
ar
y 
Y
el
lo
w
' 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
‘
カ
ナ
リ
ー
 
イ
エ
ロ
ー
’ 
キ
ク
科
 
 第
４
表
 
伊
勢
原
キ
ャ
ン
パ
ス
植
物
材
料
 
《梅
沢
周
子
 
1
9
6
6
》 
１
．
宿
根
草
ボ
ー
ダ
ー
 
学
名
（旧
学
名
） 
和
名
 
’品
種
名
’ 
科
名
 
A
n
e
m
o
n
e
 x
 h
yb
ri
d
a
 
バ
ラ
ザ
キ
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
コ
ロ
ン
ダ
イ
ク
シ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム
’、
 
‘
シ
ス
ラ
ー
ス
レ
ッ
ド
’、
‘
ペ
ギ
ー
シ
ュ
ー
マ
ン
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
st
er
 k
o
ra
ie
n
si
s 
(c
hi
ne
n
si
s)
 
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヨ
メ
ナ
 
キ
ク
科
 
A
st
er
 n
o
v
i-
b
el
gi
i 
シ
ノ
ノ
メ
ギ
ク
、
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
A
u
b
ri
e
ta
 d
e
lt
o
id
e
s 
オ
ー
ブ
リ
エ
チ
ア
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
B
ap
ti
si
a 
au
st
ra
lis
 
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
 
マ
メ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
m
ed
iu
m
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
’ポ
ル
カ
ド
ッ
ト
’ 
キ
ク
科
 
C
hr
ys
an
th
em
um
 m
o
ri
fo
liu
m
 
キ
ク
 
キ
ク
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 n
ip
p
o
n
ic
u
m
 
ハ
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
e
ra
st
iu
m
 t
o
m
e
n
to
su
m
 
シ
ロ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ナ
ツ
ユ
キ
ソ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
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C
ir
si
um
 j
ap
o
n
ic
um
 
ノ
ア
ザ
ミ
、
ド
イ
ツ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 (
D
e
lp
hi
ni
u
m
 a
ja
c
is
) 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
、
チ
ド
リ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
re
pi
s 
ru
b
ra
 
 
モ
モ
イ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
 
キ
ク
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 a
m
ab
ile
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
ah
lia
 p
in
na
ta
 
ダ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 g
ra
nd
if
lo
ru
m
 
 
 
 
オ
オ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
ur
p
ur
ea
 
キ
ツ
ネ
ノ
テ
ブ
ク
ロ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
E
ch
in
o
p
s 
ri
tr
o
 
ル
リ
タ
マ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
G
au
ra
 l
in
d
h
e
im
e
ri
 
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
 
ア
カ
バ
ナ
科
 
G
az
an
ia
 h
yb
ri
d
a 
ク
ン
シ
ョ
ウ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
yp
so
p
h
ila
 p
an
ic
u
la
ta
 
シ
ュ
ッ
コ
ン
カ
ス
ミ
ソ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
H
el
io
tr
o
p
iu
m
 a
rb
o
re
sc
en
s 
(c
o
ry
m
b
o
su
m
) 
ニ
オ
イ
ム
ラ
サ
キ
 
‘
ド
ワ
ー
フ
リ
ー
ガ
ル
ミ
ッ
ク
 
ス
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
H
ib
is
cu
s 
m
ut
ab
ili
s 
 
フ
ヨ
ウ
 
ア
オ
イ
科
 
Ib
e
ri
s 
se
m
p
e
rv
ir
e
n
s 
イ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
Im
p
at
ie
ns
 w
a
lle
ri
an
a 
(s
u
lt
an
i)
 
ア
フ
リ
カ
ホ
ウ
セ
ン
カ
 
ホ
ウ
セ
ン
カ
科
 
K
ni
p
ho
fi
a 
hy
b
ri
d
a
 
ジ
ャ
グ
マ
ユ
リ
 
ユ
リ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 x
 s
u
p
e
rb
u
m
 
 
 
（C
hr
ys
an
th
em
um
 m
ax
im
u
m
) 
シ
ャ
ス
タ
デ
ー
ジ
ー
 
ユ
リ
科
 
L
ia
tr
is
 s
p
. 
リ
ア
ト
リ
ス
、
キ
リ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
L
o
b
el
ia
 e
ri
nu
s 
ル
リ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
 
‘
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
コ
ン
パ
ク
タ
’ 
‘
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
’、
‘
ミ
セ
ス
ク
リ
ブ
ラ
ン
ド
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
M
at
th
io
la
 i
nc
an
a
 
ア
ラ
セ
イ
ト
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
 
’青
苑
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
o
n
ar
d
a 
d
id
im
a
 
タ
イ
マ
ツ
バ
ナ
 
シ
ソ
科
 
M
yo
so
ti
s 
sc
o
rp
io
id
es
 
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
N
ar
ci
ss
us
 p
se
ud
o
na
rc
is
su
s 
ラ
ッ
パ
ズ
イ
セ
ン
 
‘
マ
ウ
ン
ト
フ
ッ
ド
’ 
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
 
P
ap
av
er
 o
ri
en
ta
le
 
オ
ニ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 b
ar
b
at
u
s 
 
ヤ
ナ
ギ
チ
ョ
ウ
ジ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 c
o
b
ae
a
 (
gl
ab
e
r)
 
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ヤ
ナ
ギ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
er
si
ca
ri
a 
(P
o
ly
go
nu
m
) 
ポ
リ
ゴ
ナ
ム
 
タ
デ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
R
u
d
b
e
c
ki
a 
b
ic
o
lo
r 
ル
ド
ベ
キ
ア
 
‘
ゴ
ー
ル
ド
フ
レ
ー
ク
’ 
キ
ク
科
 
S
al
vi
a 
ｓ
p
le
n
d
e
n
s 
ヒ
ゴ
ロ
モ
ソ
ウ
 
‘
ピ
ン
ク
’、
’ホ
ワ
イ
ト
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
v
ir
id
is
 (
h
o
rm
in
u
m
) 
サ
ル
ビ
ア
 
‘
ピ
ン
ク
サ
ン
デ
ィ
ー
’ 
シ
ソ
科
 
S
an
vi
ta
lia
 
 
サ
ン
ビ
タ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
S
o
le
n
o
st
e
m
o
n
 s
c
te
lla
ri
o
id
e
s 
(C
o
le
u
s 
b
lu
m
e
i)
 
 
ニ
シ
キ
ジ
ソ
 
‘
ベ
ル
ベ
ッ
ト
レ
イ
ン
ボ
ウ
’ 
シ
ソ
科
 
S
to
ke
si
a 
la
ev
is
 
ル
リ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ra
c
h
e
liu
m
 c
ae
ru
le
u
m
 
ユ
ウ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
T
ul
ip
 g
es
ne
ri
an
a
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 
‘
ア
ペ
ル
ド
ー
ン
’、
‘
パ
ー
プ
ル
’、
 
‘
ウ
ィ
リ
ア
ム
ピ
ッ
ト
’、
‘
ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト
’ 
ユ
リ
科
 
U
rs
in
ia
 a
ne
th
o
id
es
 
ウ
ル
シ
ニ
ア
 
キ
ク
科
 
V
e
rb
e
n
a 
h
yb
ri
d
a 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
ri
gi
d
a 
(v
e
n
o
sa
) 
シ
ュ
ッ
コ
ン
バ
ー
ベ
ナ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
ro
n
ic
a 
sp
. 
ベ
ロ
ニ
カ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
２
．
夏
～
秋
 
一
年
草
ボ
ー
ダ
ー
 
A
ge
ra
tu
m
 h
o
u
su
to
n
ia
n
u
m
 '
B
lu
e
 B
la
ze
r'
 
オ
オ
カ
ッ
コ
ウ
ア
ザ
ミ
 
‘
ブ
ル
ー
 
ブ
レ
ー
ザ
 
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
b
ip
p
in
at
u
s 
'S
en
sa
ti
o
n'
 
コ
ス
モ
ス
 
‘
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
’ 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
su
lp
h
u
re
u
s 
'S
u
n
se
t'
 
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
 
‘
サ
ン
セ
ッ
ト
’ 
キ
ク
科
 
E
up
ho
rb
ia
 m
ar
gi
n
at
a
 
ハ
ツ
ユ
キ
ソ
ウ
 
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
 
B
ra
ct
ea
nt
ha
 b
ra
ct
ea
ta
 (
H
e
lic
h
ry
su
m
 
b
ra
ct
ea
tu
m
) 
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
 
キ
ク
科
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ur
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ソ
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カ
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G
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d
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シ
ョ
ウ
ギ
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キ
ク
科
 
G
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so
p
h
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 p
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u
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ta
 
シ
ュ
ッ
コ
ン
カ
ス
ミ
ソ
ウ
 
ナ
デ
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科
 
H
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o
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m
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ry
m
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su
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ガ
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ミ
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イ
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p
at
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a
lle
ri
an
a 
(s
u
lt
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セ
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科
 
K
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p
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a 
hy
b
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d
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ジ
ャ
グ
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ユ
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科
 
L
e
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e
m
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 x
 s
u
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（C
hr
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u
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シ
ャ
ス
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ー
 
ユ
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科
 
L
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 s
p
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リ
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リ
ス
、
キ
リ
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ギ
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キ
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科
 
L
o
b
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ル
リ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
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ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
コ
ン
パ
ク
タ
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ス
ノ
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ボ
ー
ル
’、
‘
ミ
セ
ス
ク
リ
ブ
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ン
ド
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キ
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ョ
ウ
科
 
M
at
th
io
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a
 
ア
ラ
セ
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ア
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ソ
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 p
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o
ly
go
nu
m
) 
ポ
リ
ゴ
ナ
ム
 
タ
デ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
R
u
d
b
e
c
ki
a 
b
ic
o
lo
r 
ル
ド
ベ
キ
ア
 
‘
ゴ
ー
ル
ド
フ
レ
ー
ク
’ 
キ
ク
科
 
S
al
vi
a 
ｓ
p
le
n
d
e
n
s 
ヒ
ゴ
ロ
モ
ソ
ウ
 
‘
ピ
ン
ク
’、
’ホ
ワ
イ
ト
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
v
ir
id
is
 (
h
o
rm
in
u
m
) 
サ
ル
ビ
ア
 
‘
ピ
ン
ク
サ
ン
デ
ィ
ー
’ 
シ
ソ
科
 
S
an
vi
ta
lia
 
 
サ
ン
ビ
タ
リ
ア
 
キ
ク
科
 
S
o
le
n
o
st
e
m
o
n
 s
c
te
lla
ri
o
id
e
s 
(C
o
le
u
s 
b
lu
m
e
i)
 
 
ニ
シ
キ
ジ
ソ
 
‘
ベ
ル
ベ
ッ
ト
レ
イ
ン
ボ
ウ
’ 
シ
ソ
科
 
S
to
ke
si
a 
la
ev
is
 
ル
リ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ra
c
h
e
liu
m
 c
ae
ru
le
u
m
 
ユ
ウ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
T
ul
ip
 g
es
ne
ri
an
a
 
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
 
‘
ア
ペ
ル
ド
ー
ン
’、
‘
パ
ー
プ
ル
’、
 
‘
ウ
ィ
リ
ア
ム
ピ
ッ
ト
’、
‘
ゴ
ー
ル
デ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト
’ 
ユ
リ
科
 
U
rs
in
ia
 a
ne
th
o
id
es
 
ウ
ル
シ
ニ
ア
 
キ
ク
科
 
V
e
rb
e
n
a 
h
yb
ri
d
a 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
ri
gi
d
a 
(v
e
n
o
sa
) 
シ
ュ
ッ
コ
ン
バ
ー
ベ
ナ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
ro
n
ic
a 
sp
. 
ベ
ロ
ニ
カ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
２
．
夏
～
秋
 
一
年
草
ボ
ー
ダ
ー
 
A
ge
ra
tu
m
 h
o
u
su
to
n
ia
n
u
m
 '
B
lu
e
 B
la
ze
r'
 
オ
オ
カ
ッ
コ
ウ
ア
ザ
ミ
 
‘
ブ
ル
ー
 
ブ
レ
ー
ザ
 
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
b
ip
p
in
at
u
s 
'S
en
sa
ti
o
n'
 
コ
ス
モ
ス
 
‘
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
’ 
キ
ク
科
 
C
o
sm
o
s 
su
lp
h
u
re
u
s 
'S
u
n
se
t'
 
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
 
‘
サ
ン
セ
ッ
ト
’ 
キ
ク
科
 
E
up
ho
rb
ia
 m
ar
gi
n
at
a
 
ハ
ツ
ユ
キ
ソ
ウ
 
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
 
B
ra
ct
ea
nt
ha
 b
ra
ct
ea
ta
 (
H
e
lic
h
ry
su
m
 
b
ra
ct
ea
tu
m
) 
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
 
キ
ク
科
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O
si
m
um
 b
as
ili
cu
m
 
'D
ar
k 
O
p
al
' 
バ
ジ
ル
 
'ダ
ー
ク
オ
パ
ル
’ 
シ
ソ
科
 
P
e
tu
n
ia
 h
yb
ri
d
a 
'M
o
o
n
 G
lo
w
' 
ぺ
チ
ュ
ニ
ア
 
‘
ム
ー
ン
グ
ロ
ー
’ 
ナ
ス
科
 
P
e
tu
n
ia
 h
yb
ri
d
a 
'C
o
m
an
c
h
e
' 
ぺ
チ
ュ
ニ
ア
 
‘
コ
マ
ン
チ
ェ
’ 
ナ
ス
科
 
P
e
tu
n
ia
 h
u
b
ri
d
a 
'B
a
lle
ri
n
a'
 
ぺ
チ
ュ
ニ
ア
 
‘
バ
レ
リ
ー
ナ
’ 
ナ
ス
科
 
R
ud
b
ec
ki
a 
b
ic
o
lo
r 
'G
o
ld
 F
la
m
' 
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
モ
ド
キ
 
‘
ゴ
ー
ル
ド
 
フ
レ
イ
ム
‘ 
キ
ク
科
 
S
al
vi
a 
sp
re
n
d
e
n
s 
'P
u
re
 W
h
it
e
' 
ヒ
ゴ
ロ
モ
ソ
ウ
 
‘
ピ
ュ
ア
 
ホ
ワ
イ
ト
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
sp
re
n
d
e
n
s 
'R
e
d
' 
ヒ
ゴ
ロ
モ
ソ
ウ
 
‘
赤
’ 
シ
ソ
科
 
S
an
vi
ta
ri
a 
p
ro
c
u
m
b
e
n
s 
 
ジ
ャ
ノ
メ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
e
re
c
ta
 
マ
ン
ジ
ュ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
p
at
u
la
 '
B
ra
un
i 
S
c
au
t'
 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
‘
ブ
ラ
ウ
ニ
ス
カ
ウ
ト
’ 
キ
ク
科
 
T
ag
e
te
s 
p
at
u
la
 '
P
ut
i 
Y
el
lo
w
' 
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
 
‘
プ
テ
ィ
イ
エ
ロ
ー
’ 
キ
ク
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 '
T
in
y 
T
im
' 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
‘
タ
イ
ニ
ー
テ
ィ
ム
’ 
キ
ク
科
 
Z
in
ni
a 
el
e
ga
ns
 '
P
in
k'
 
ヒ
ャ
ク
ニ
チ
ソ
ウ
 
巨
大
輪
ピ
ン
ク
 
キ
ク
科
 
３
．
一
年
草
春
花
壇
 
(1
9
6
7
) 
 
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
an
nu
al
 
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 c
ar
in
at
u
m
 
ハ
ナ
ワ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 m
u
lt
ic
a
le
 
ム
ル
チ
コ
ー
レ
 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 (
D
e
lp
hi
ni
u
m
 a
ja
ci
s)
 
 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 a
m
ab
ile
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
sp
. 
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
o
ro
th
ea
nt
hu
s 
b
e
lli
d
if
o
rm
is
 
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
 
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
科
 
E
sc
hs
ch
o
lt
ch
ia
 c
a
lif
o
rn
ic
a
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
ケ
シ
科
 
L
o
b
u
ra
lia
 m
ar
it
im
a 
(A
ly
ss
u
m
 m
ar
it
im
u
m
) 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
‘ロ
ー
ヤ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
M
yo
so
ti
s 
sc
o
rp
io
id
es
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
P
ap
ve
r 
rh
o
ea
s 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
ケ
シ
科
 
U
rs
in
ia
 a
ne
th
o
id
es
 
ウ
ル
シ
ニ
ア
 
キ
ク
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a 
(t
ri
co
lo
r 
va
r.
 h
o
rt
en
si
s)
 
パ
ン
ジ
ー
 
‘ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ク
イ
ー
ン
'、
‘コ
ロ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ゴ
ー
ル
ド
’、
‘チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
ゼ
ナ
’ 
ス
ミ
レ
科
 
 第
５
表
 
1
9
8
7
～
2
0
0
3
年
 
春
（4
ー
7
月
）の
花
壇
で
用
い
ら
れ
た
植
物
 
１
．
宿
根
草
ボ
ー
ダ
ー
 
 
 
 
 
学
名
 
(旧
学
名
）'
品
種
名
’ 
 
 
 
 
 
和
名
 
'品
種
名
’ 
科
名
 
A
c
an
th
u
s 
m
o
lli
s 
 
ハ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
A
ch
ill
ea
 f
ill
ip
en
d
ul
in
a
 
キ
バ
ナ
ノ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
A
ga
st
ac
he
 '
H
o
ne
yb
e
e
 B
lu
e
' 
ア
ガ
ス
タ
ー
シ
ェ
 
‘
ハ
ネ
ビ
ー
 
ブ
ル
ー
’ 
シ
ソ
科
 
A
ju
ga
 r
ep
ta
ns
 
ア
ジ
ュ
ガ
 
シ
ソ
科
 
A
lc
he
m
ila
 m
o
lli
s 
ア
ル
ケ
ミ
ラ
 
バ
ラ
科
 
A
lli
um
 g
ig
an
te
um
 
ア
リ
ウ
ム
・ギ
ガ
ン
チ
ウ
ム
 
ユ
リ
科
 
A
lc
e
a 
（A
lt
h
e
ae
) 
ro
se
a
 
タ
チ
ア
オ
イ
、
ホ
リ
ホ
ッ
ク
 
ア
オ
イ
科
 
A
m
b
er
b
o
a 
（C
e
n
ta
u
re
a）
 
m
o
sc
ha
ta
 
ニ
オ
イ
ヤ
グ
ル
マ
 
キ
ク
科
 
A
n
c
h
u
sa
 a
zu
re
a
 
ウ
シ
ノ
シ
タ
グ
サ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
'B
lu
e
 C
ha
rm
' 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
ブ
ル
ー
チ
ャ
ー
ム
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
n
ti
rr
h
in
u
m
 m
aj
u
s 
'F
lo
ra
l 
C
ar
p
e
t'
 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
フ
ロ
ー
ラ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
nt
ir
rh
in
um
 m
aj
us
 '
L
it
tl
e 
D
ar
lin
g'
 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
リ
ト
ル
ダ
ー
リ
ン
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
A
q
ui
le
gi
a 
'M
ck
an
as
 G
ia
nt
' 
ア
ク
レ
ギ
ア
 
‘
マ
ッ
カ
ナ
ス
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
q
ui
le
gi
a 
 
ア
ク
レ
ギ
ア
 
桃
色
八
重
咲
き
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
q
ui
le
gi
a 
vu
lg
ar
is
 '
C
o
lu
m
b
in
a 
G
ra
nn
ys
 
 
 
 
B
o
n
n
e
ts
' 
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ダ
マ
キ
 
‘
コ
ロ
ン
ビ
ナ
 
グ
ラ
ニ
ス
 
 
ボ
ネ
ッ
ト
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
A
rc
to
ti
s 
hy
b
ri
d
a
 
ア
ー
ク
ト
ー
チ
ス
 
キ
ク
科
 
A
rg
yr
an
th
e
m
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
） 
 
 
 
fr
u
te
sc
e
n
s 
モ
ク
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
 
キ
ク
科
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A
rg
yr
an
tr
h
e
m
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
） 
 
 
 
fr
u
te
sc
e
n
s 
va
r.
 c
h
ry
sa
st
e
r 
キ
バ
ナ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
 
キ
ク
科
 
A
rm
er
ia
 l
at
if
o
lia
 
ア
ル
メ
リ
ア
 
イ
ソ
マ
ツ
科
 
A
st
er
 t
o
n
go
le
n
si
s 
ア
ス
タ
ー
・ト
ン
ゴ
レ
ン
シ
ス
 
キ
ク
科
 
A
st
ilb
e 
x 
ar
en
d
si
i 
ア
ス
チ
ル
ベ
 
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
 
A
ur
in
ia
 s
ax
at
ili
s 
（A
ly
ss
u
m
 s
a
xa
ti
le
) 
イ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
C
am
p
an
u
la
 g
lo
m
e
ra
ta
 v
ar
. 
su
p
e
rb
a
 
ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 '
K
e
n
t 
B
e
lle
' 
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
 
‘
ケ
ン
ト
ベ
ル
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
lo
n
ge
st
y
la
 
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
・ロ
ン
ゲ
ス
テ
ラ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
A
lb
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘
ア
ル
バ
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 W
h
it
e
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ホ
ワ
イ
ト
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
C
o
e
ru
le
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘
シ
ー
ル
レ
ア
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 L
av
e
n
d
e
r'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 P
u
rp
le
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
パ
ー
プ
ル
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 B
lu
e
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ブ
ル
ー
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
R
o
se
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘ロ
ゼ
ア
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 P
in
k'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ピ
ン
ク
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
p
er
si
c
if
o
lia
 
モ
モ
ノ
ハ
ギ
キ
ョ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
'S
e
ik
i' 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
‘
青
輝
’ 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
d
e
al
b
at
a 
セ
ン
ト
ー
レ
ア
・デ
ア
ル
バ
ー
タ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
m
ac
ro
se
p
h
al
a
 
オ
ウ
ゴ
ン
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
m
o
n
ta
n
a
 
ヤ
マ
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
e
n
tr
an
th
u
s 
ru
b
e
r 
ベ
ニ
カ
ノ
コ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
C
ir
si
um
 j
ap
o
n
ic
um
 
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
、
（ド
イ
ツ
ア
ザ
ミ
） 
キ
ク
科
 
C
la
rk
ia
 (
G
o
d
et
ia
） 
a
m
o
e
n
a 
'G
e
m
 S
p
e
c
ia
l 
M
ix
' 
イ
ロ
マ
ツ
ヨ
イ
 
‘
ジ
ェ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
ミ
ク
ス
’ 
ア
カ
バ
ナ
科
 
C
la
rk
ia
 e
le
ga
ns
 
ク
ラ
ー
キ
ア
、
サ
ン
ジ
ソ
ウ
 
ア
カ
バ
ナ
科
 
C
o
nv
o
lv
ul
u
s 
tr
ic
o
lo
r 
サ
ン
シ
キ
ア
サ
ガ
オ
 
ヒ
ル
ガ
オ
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
gr
an
d
if
lo
ra
 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
・グ
ラ
ン
デ
ィ
フ
ロ
ー
ラ
 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
ro
se
a 
'M
o
o
n 
B
e
am
' 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
 
‘
ム
ー
ン
ビ
ー
ム
’ 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
'S
un
ra
y'
 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
 
‘
サ
ン
レ
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
ra
sp
ed
ia
 g
lo
b
o
sa
 
ク
ラ
ス
ペ
デ
ィ
ア
 
キ
ク
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
u
m
 a
m
ab
ile
 '
In
d
ig
o
 B
lu
e
' 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
au
c
u
s 
c
ar
o
ta
 
ノ
ラ
ニ
ン
ジ
ン
 
セ
リ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
B
e
lla
d
o
n
n
a
 I
m
p
ro
ve
d
' 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
ベ
ラ
ド
ン
ナ
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
 
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 '
B
e
lla
m
o
su
m
 I
m
p
ro
ve
d
' 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
ベ
ラ
モ
ー
サ
ム
イ
ン
プ
ル
ー
 
ブ
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
C
o
n
e
ti
c
u
t 
Y
an
ke
e
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
 
ヤ
ン
キ
ー
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 g
ra
nd
if
lo
ru
m
 
 
オ
オ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 h
yb
ri
d
 '
P
ac
if
ic
 H
yb
ri
d
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
 
ハ
イ
ブ
リ
ッ
 
ド
’ 
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'B
la
c
k 
B
e
au
ty
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'B
la
c
k 
B
e
ar
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ア
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'P
in
k 
B
e
au
ty
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ピ
ン
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'P
at
io
n
at
a
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
パ
テ
ィ
オ
ナ
ー
タ
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
ch
in
en
si
s 
'S
at
u
ki
' 
セ
キ
チ
ク
 
‘
サ
ツ
キ
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
'P
h
o
to
n
' 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
フ
ォ
ト
ン
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
'O
ri
e
n
ta
l 
C
ar
p
e
t'
 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
オ
リ
エ
ン
タ
ル
 
カ
ー
ペ
ッ
ト
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
p
lu
m
ar
iu
s 
タ
ツ
タ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
sc
ia
 b
ar
b
er
ae
 
デ
ィ
ア
ッ
シ
ア
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
id
is
cu
s 
ca
er
ul
ea
 
デ
ィ
デ
ィ
ス
カ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 '
A
lb
a'
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
‘
ア
ル
バ
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 g
ra
nd
if
lo
ra
 
オ
オ
バ
ナ
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
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A
rg
yr
an
tr
h
e
m
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
） 
 
 
 
fr
u
te
sc
e
n
s 
va
r.
 c
h
ry
sa
st
e
r 
キ
バ
ナ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
 
キ
ク
科
 
A
rm
er
ia
 l
at
if
o
lia
 
ア
ル
メ
リ
ア
 
イ
ソ
マ
ツ
科
 
A
st
er
 t
o
n
go
le
n
si
s 
ア
ス
タ
ー
・ト
ン
ゴ
レ
ン
シ
ス
 
キ
ク
科
 
A
st
ilb
e 
x 
ar
en
d
si
i 
ア
ス
チ
ル
ベ
 
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
 
A
ur
in
ia
 s
ax
at
ili
s 
（A
ly
ss
u
m
 s
a
xa
ti
le
) 
イ
ワ
ナ
ズ
ナ
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
C
am
p
an
u
la
 g
lo
m
e
ra
ta
 v
ar
. 
su
p
e
rb
a
 
ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 '
K
e
n
t 
B
e
lle
' 
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
 
‘
ケ
ン
ト
ベ
ル
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
lo
n
ge
st
y
la
 
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
・ロ
ン
ゲ
ス
テ
ラ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
A
lb
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘
ア
ル
バ
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 W
h
it
e
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ホ
ワ
イ
ト
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
C
o
e
ru
le
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘
シ
ー
ル
レ
ア
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 L
av
e
n
d
e
r'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 P
u
rp
le
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
パ
ー
プ
ル
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 B
lu
e
' 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ブ
ル
ー
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
R
o
se
a'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘ロ
ゼ
ア
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
u
la
 m
e
d
iu
m
 '
M
ay
 P
in
k'
 
フ
ウ
リ
ン
ソ
ウ
 
‘メ
イ
ピ
ン
ク
’ 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
am
p
an
ul
a 
p
er
si
c
if
o
lia
 
モ
モ
ノ
ハ
ギ
キ
ョ
ウ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
'S
e
ik
i' 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
‘
青
輝
’ 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
d
e
al
b
at
a 
セ
ン
ト
ー
レ
ア
・デ
ア
ル
バ
ー
タ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
m
ac
ro
se
p
h
al
a
 
オ
ウ
ゴ
ン
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
m
o
n
ta
n
a
 
ヤ
マ
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
e
n
tr
an
th
u
s 
ru
b
e
r 
ベ
ニ
カ
ノ
コ
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
C
ir
si
um
 j
ap
o
n
ic
um
 
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
、
（ド
イ
ツ
ア
ザ
ミ
） 
キ
ク
科
 
C
la
rk
ia
 (
G
o
d
et
ia
） 
a
m
o
e
n
a 
'G
e
m
 S
p
e
c
ia
l 
M
ix
' 
イ
ロ
マ
ツ
ヨ
イ
 
‘
ジ
ェ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
ミ
ク
ス
’ 
ア
カ
バ
ナ
科
 
C
la
rk
ia
 e
le
ga
ns
 
ク
ラ
ー
キ
ア
、
サ
ン
ジ
ソ
ウ
 
ア
カ
バ
ナ
科
 
C
o
nv
o
lv
ul
u
s 
tr
ic
o
lo
r 
サ
ン
シ
キ
ア
サ
ガ
オ
 
ヒ
ル
ガ
オ
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
gr
an
d
if
lo
ra
 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
・グ
ラ
ン
デ
ィ
フ
ロ
ー
ラ
 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
ro
se
a 
'M
o
o
n 
B
e
am
' 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
 
‘
ム
ー
ン
ビ
ー
ム
’ 
キ
ク
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
'S
un
ra
y'
 
コ
レ
オ
プ
シ
ス
 
‘
サ
ン
レ
ー
’ 
キ
ク
科
 
C
ra
sp
ed
ia
 g
lo
b
o
sa
 
ク
ラ
ス
ペ
デ
ィ
ア
 
キ
ク
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
u
m
 a
m
ab
ile
 '
In
d
ig
o
 B
lu
e
' 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
au
c
u
s 
c
ar
o
ta
 
ノ
ラ
ニ
ン
ジ
ン
 
セ
リ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
B
e
lla
d
o
n
n
a
 I
m
p
ro
ve
d
' 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
ベ
ラ
ド
ン
ナ
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
 
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 '
B
e
lla
m
o
su
m
 I
m
p
ro
ve
d
' 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
ベ
ラ
モ
ー
サ
ム
イ
ン
プ
ル
ー
 
ブ
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
C
o
n
e
ti
c
u
t 
Y
an
ke
e
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
 
ヤ
ン
キ
ー
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 g
ra
nd
if
lo
ru
m
 
 
オ
オ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 h
yb
ri
d
 '
P
ac
if
ic
 H
yb
ri
d
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
 
ハ
イ
ブ
リ
ッ
 
ド
’ 
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'B
la
c
k 
B
e
au
ty
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'B
la
c
k 
B
e
ar
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ブ
ラ
ッ
ク
ビ
ア
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'P
in
k 
B
e
au
ty
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
ピ
ン
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
b
ar
b
at
u
s 
'P
at
io
n
at
a
' 
ヒ
ゲ
ナ
デ
シ
コ
 
‘
パ
テ
ィ
オ
ナ
ー
タ
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
ch
in
en
si
s 
'S
at
u
ki
' 
セ
キ
チ
ク
 
‘
サ
ツ
キ
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
'P
h
o
to
n
' 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
フ
ォ
ト
ン
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
'O
ri
e
n
ta
l 
C
ar
p
e
t'
 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
オ
リ
エ
ン
タ
ル
 
カ
ー
ペ
ッ
ト
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
p
lu
m
ar
iu
s 
タ
ツ
タ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
sc
ia
 b
ar
b
er
ae
 
デ
ィ
ア
ッ
シ
ア
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
id
is
cu
s 
ca
er
ul
ea
 
デ
ィ
デ
ィ
ス
カ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 '
A
lb
a'
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
‘
ア
ル
バ
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 g
ra
nd
if
lo
ra
 
オ
オ
バ
ナ
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
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D
ig
it
a
lis
 l
ut
ea
 
キ
バ
ナ
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
ur
p
ur
ea
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
、
キ
ツ
ネ
ノ
テ
ブ
ク
ロ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 p
ur
p
ur
ea
 '
E
xc
el
si
o
r'
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
 
‘エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
D
ig
it
a
lis
 t
ha
p
si
 
ジ
ギ
タ
リ
ス
・タ
プ
シ
ー
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
E
ch
in
o
p
s 
ri
tr
o
 
ル
リ
タ
マ
ア
ザ
ミ
 
キ
ク
科
 
E
c
h
iu
m
 v
u
lg
ar
e
 '
B
lu
e
 B
e
d
d
e
r'
 
シ
ャ
ゼ
ン
ム
ラ
サ
キ
 
‘
ブ
ル
ー
ベ
ッ
ダ
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
E
re
m
u
ru
s 
エ
レ
ム
ル
ス
 
ユ
リ
科
 
E
ri
ge
ro
n 
sp
ec
io
su
s 
ヒ
ロ
ハ
ヒ
メ
ジ
オ
ン
 
キ
ク
科
 
E
sc
hs
ch
o
lt
zi
a 
ca
lif
o
rn
ic
a
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ポ
ピ
ー
 
ケ
シ
科
 
F
ar
fu
gi
u
m
 j
ap
o
n
ic
u
m
 
ツ
ワ
ブ
キ
 
キ
ク
科
 
F
el
ic
ia
 a
m
el
o
id
e
s 
ブ
ル
ー
デ
ー
ジ
ー
、
ル
リ
ヒ
ナ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
F
ili
p
en
d
ul
a
 
シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
 
バ
ラ
科
 
G
ai
la
rd
ia
 a
ri
st
at
a
 
オ
オ
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
au
ra
 l
in
d
h
e
im
e
ry
 
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
 
ア
カ
バ
ナ
科
 
G
az
an
ia
 
 
 
ク
ン
シ
ョ
ウ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
az
an
ia
 '
C
ha
ns
o
ne
tt
e'
 
ク
ン
シ
ョ
ウ
ギ
ク
 
‘
シ
ャ
ン
ソ
ネ
ッ
ト
’ 
キ
ク
科
 
G
ili
a 
tr
ic
o
lo
r 
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
H
el
io
tr
o
p
iu
m
 a
rb
o
re
sc
en
s 
ニ
オ
イ
ム
ラ
サ
キ
 
ム
ラ
サ
キ
科
 
H
e
lio
p
si
s 
sc
ab
ra
 '
S
u
m
m
e
r 
S
u
n
' 
ヘ
リ
オ
プ
シ
ス
 
‘
サ
マ
ー
サ
ン
’ 
キ
ク
科
 
H
el
le
b
o
ru
s 
o
ri
en
ta
lis
 
レ
ン
テ
ン
ロ
ー
ズ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
H
es
p
er
is
 m
at
ro
na
lis
 
ハ
ナ
ダ
イ
コ
ン
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
H
ib
is
cu
s 
m
o
sc
he
to
s 
ア
メ
リ
カ
フ
ヨ
ウ
 
ア
オ
イ
科
 
H
u
n
n
e
m
an
n
ia
 f
u
m
ar
if
o
lia
 
フ
ン
ネ
マ
ニ
ア
 
ケ
シ
科
 
Ib
er
is
 u
m
b
el
la
ta
 '
F
a
ir
ly
 M
ix
' 
イ
ベ
リ
ス
 
‘
フ
ェ
ア
リ
ー
ミ
ク
ス
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
av
an
d
u
la
 d
en
ta
ta
 
ラ
ベ
ン
デ
ュ
ラ
・デ
ン
タ
ー
タ
 
シ
ソ
科
 
L
av
at
er
a 
o
lb
ia
 
ラ
バ
テ
ラ
 
ア
オ
イ
科
 
L
av
at
er
a 
'S
ilv
er
 C
up
' 
ハ
ナ
ア
オ
イ
 
‘
シ
ル
バ
ー
カ
ッ
プ
’ 
ア
オ
イ
科
 
L
av
at
er
a 
tr
im
e
st
ri
s 
'T
an
a
gu
ra
' 
ハ
ナ
ア
オ
イ
 
‘
タ
ナ
グ
ラ
’ 
ア
オ
イ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 x
 s
u
p
e
rb
u
m
 
 
 
（C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 m
ax
im
u
m
） 
シ
ャ
ス
タ
ー
デ
ー
ジ
ー
 
キ
ク
科
 
L
ili
u
m
 h
e
n
ry
i 
キ
カ
ノ
コ
ユ
リ
 
ユ
リ
科
 
L
ili
um
 l
ei
ch
tl
in
ii 
va
r.
 m
a
xi
m
o
w
ic
zi
i 
コ
オ
ニ
ユ
リ
 
ユ
リ
科
 
L
ili
u
m
 o
ri
e
n
ta
l 
h
yb
ri
d
 '
L
e
 R
e
ve
' 
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
 
‘
ル
 
 
レ
ベ
’ 
ユ
リ
科
 
L
in
ar
ia
 p
u
rp
u
re
a 
リ
ナ
リ
ア
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
L
u
p
in
u
s 
p
o
ly
p
h
yl
lu
s 
ワ
シ
ン
ト
ン
ル
ピ
ナ
ス
、
シ
ュ
ッ
コ
ン
ル
ピ
ア
ス
 
マ
メ
科
 
L
yc
h
n
is
 c
o
ro
n
ar
ia
 
ス
イ
セ
ン
ノ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
L
ys
im
ac
h
ia
 p
u
n
c
ta
ta
 
リ
シ
マ
キ
ア
 
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
 
M
al
va
 s
yl
ve
st
ri
s 
va
r.
 m
au
ri
ti
an
a
 
ゼ
ニ
ア
オ
イ
 
ア
オ
イ
科
 
M
e
c
o
n
o
p
si
s 
c
am
b
ri
c
a
 v
ar
. 
au
ra
n
ti
ac
a
 
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
 
ケ
シ
科
 
N
e
m
e
si
a 
'L
ap
in
 W
h
it
e
' 
ネ
メ
シ
ア
 
‘
ラ
ピ
ン
ホ
ワ
イ
ト
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'D
o
m
in
o
 M
ix
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ド
ミ
ノ
ミ
ク
ス
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'D
o
m
in
o
 P
in
k 
E
ye
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ド
ミ
ノ
ピ
ン
ク
ア
イ
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'D
o
m
in
o
 R
e
d
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ド
ミ
ノ
レ
ッ
ド
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'D
o
m
in
o
 W
hi
te
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
’ド
ミ
ノ
ホ
ワ
イ
ト
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 L
im
e
 G
re
e
n
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
ラ
イ
ム
グ
リ
ー
ン
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 M
ix
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
ミ
ク
ス
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 R
o
se
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
ロ
ー
ズ
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 Y
el
lo
w
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
イ
エ
ロ
ー
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 W
h
it
e'
 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
ホ
ワ
イ
ト
’ 
ナ
ス
科
 
N
ie
re
m
b
e
rg
ia
 c
o
e
ru
le
a
 
ニ
ー
レ
ン
ベ
ル
ギ
ア
 
ナ
ス
科
 
N
ie
re
m
b
e
rg
ia
 f
ru
te
sc
e
n
s 
ア
マ
ダ
マ
シ
、
ア
マ
モ
ド
キ
 
ナ
ス
科
 
N
ig
el
la
 d
am
as
ce
na
 
ク
ロ
タ
ネ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
H
ul
a'
 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
フ
ラ
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
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P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
ad
am
 R
o
ya
l' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
マ
ダ
ム
ロ
イ
ヤ
ル
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
in
t 
T
af
ty
' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
ミ
ン
ト
タ
フ
テ
ィ
ー
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
in
t 
P
ea
rl
' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
ミ
ン
ト
パ
ー
ル
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 c
lu
te
i 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 c
o
b
ae
a
 
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ヤ
ナ
ギ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 h
yb
ri
d
u
s 
'S
ky
lin
e
 M
ix
tu
re
' 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
‘
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ミ
ク
ス
チ
 
ャ
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
en
st
em
o
n 
hy
b
ri
d
u
s 
'N
ab
ig
at
o
r 
M
ix
' 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
‘
ナ
ビ
ゲ
イ
タ
ー
 
ミ
ク
 
ス
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
va
r.
 s
te
lla
ri
s 
ホ
シ
ザ
キ
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
lu
m
b
ag
o
 a
ur
ic
ul
at
a
 
ル
リ
マ
ツ
リ
 
イ
ソ
マ
ツ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
at
ro
sa
n
gu
in
e
a
 
ベ
ニ
バ
ナ
キ
ジ
ム
シ
ロ
、
ポ
テ
ン
テ
ィ
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
'M
el
to
n
 D
ea
lb
at
a'
 
ポ
テ
ン
テ
ィ
ラ
 
‘
メ
ル
ト
ン
 
デ
ア
ル
バ
ー
タ
’ 
バ
ラ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
re
ct
a
 
オ
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 
バ
ラ
科
 
R
ud
b
ec
ki
a 
la
c
in
ia
ta
 
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
R
u
ta
 g
ra
ve
o
le
n
s 
ヘ
ン
ル
ウ
ダ
 
キ
ク
科
 
S
al
vi
a 
ar
ge
nt
ea
 
ビ
ロ
ー
ド
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
'B
lu
e
 M
aj
es
ty
' 
サ
ル
ビ
ア
 
‘
ブ
ル
ー
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fa
ri
n
ac
e
a
 
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fu
lg
en
s 
メ
キ
シ
コ
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
m
ic
ro
p
hy
lla
 '
C
re
am
' 
サ
ル
ビ
ア
・ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
 
‘
ク
リ
ー
ム
‘ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
p
ra
te
n
si
s 
サ
ル
ビ
ア
・プ
ラ
テ
ン
シ
ス
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
u
lig
in
o
sa
 
サ
ル
ビ
ア
・ウ
リ
ギ
ノ
ー
サ
 
シ
ソ
科
 
S
ca
b
io
sa
 c
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ス
マ
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 l
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ト
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ナ
デ
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ソ
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c
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 f
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p
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 b
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 c
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 p
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サ
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b
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b
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シ
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．
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ソ
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 c
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ti
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 m
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ソ
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 m
aj
u
s 
'S
o
n
n
e
t 
Y
e
llo
w
' 
キ
ン
ギ
ョ
ソ
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 m
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ソ
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 m
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ソ
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 m
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ソ
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 m
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ソ
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 m
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ン
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ソ
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 m
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ソ
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P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
ad
am
 R
o
ya
l' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
マ
ダ
ム
ロ
イ
ヤ
ル
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
in
t 
T
af
ty
' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
ミ
ン
ト
タ
フ
テ
ィ
ー
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
el
ar
go
ni
u
m
 d
o
m
e
st
ic
u
m
 '
M
in
t 
P
ea
rl
' 
ぺ
ラ
ル
ゴ
ニ
ウ
ム
 
‘
ミ
ン
ト
パ
ー
ル
’ 
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 c
lu
te
i 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 c
o
b
ae
a
 
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ
ガ
ネ
ヤ
ナ
ギ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 h
yb
ri
d
u
s 
'S
ky
lin
e
 M
ix
tu
re
' 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
‘
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ミ
ク
ス
チ
 
ャ
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
en
st
em
o
n 
hy
b
ri
d
u
s 
'N
ab
ig
at
o
r 
M
ix
' 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
‘
ナ
ビ
ゲ
イ
タ
ー
 
ミ
ク
 
ス
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
va
r.
 s
te
lla
ri
s 
ホ
シ
ザ
キ
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
p
an
ic
u
la
ta
 
ク
サ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
lu
m
b
ag
o
 a
ur
ic
ul
at
a
 
ル
リ
マ
ツ
リ
 
イ
ソ
マ
ツ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
at
ro
sa
n
gu
in
e
a
 
ベ
ニ
バ
ナ
キ
ジ
ム
シ
ロ
、
ポ
テ
ン
テ
ィ
ラ
 
バ
ラ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
'M
el
to
n
 D
ea
lb
at
a'
 
ポ
テ
ン
テ
ィ
ラ
 
‘
メ
ル
ト
ン
 
デ
ア
ル
バ
ー
タ
’ 
バ
ラ
科
 
P
o
te
nt
ill
a 
re
ct
a
 
オ
オ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
 
バ
ラ
科
 
R
ud
b
ec
ki
a 
la
c
in
ia
ta
 
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
 
キ
ク
科
 
R
u
ta
 g
ra
ve
o
le
n
s 
ヘ
ン
ル
ウ
ダ
 
キ
ク
科
 
S
al
vi
a 
ar
ge
nt
ea
 
ビ
ロ
ー
ド
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
'B
lu
e
 M
aj
es
ty
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サ
ル
ビ
ア
 
‘
ブ
ル
ー
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
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シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fa
ri
n
ac
e
a
 
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fu
lg
en
s 
メ
キ
シ
コ
サ
ル
ビ
ア
 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
m
ic
ro
p
hy
lla
 '
C
re
am
' 
サ
ル
ビ
ア
・ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
 
‘
ク
リ
ー
ム
‘ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
p
ra
te
n
si
s 
サ
ル
ビ
ア
・プ
ラ
テ
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シ
ス
 
シ
ソ
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 c
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 l
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c
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 f
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p
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 b
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 c
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 p
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b
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b
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ソ
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 c
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 m
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 m
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ソ
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 m
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ソ
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 m
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ソ
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 m
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ギ
ョ
ソ
ウ
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ト
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フ
ラ
イ
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ス
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ゴ
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サ
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A
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rh
in
um
 m
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T
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l 
B
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ソ
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A
n
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 m
aj
u
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B
u
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e
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ly
 W
h
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e
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キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
‘
ト
ー
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
ホ
ワ
イ
ト
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ゴ
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ハ
グ
サ
科
 
A
n
ti
rr
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u
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 m
aj
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Y
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ソ
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A
rc
to
ti
s 
hy
b
ri
d
a
 
ア
ー
ク
ト
ー
チ
ス
 
キ
ク
科
 
B
el
lis
 p
er
en
n
is
 '
D
e
ib
ii 
R
e
d
' 
ヒ
ナ
ギ
ク
 
‘
デ
イ
ビ
ー
レ
ッ
ド
’ 
キ
ク
科
 
B
e
lli
s 
p
e
re
n
n
is
 '
S
u
p
e
r 
P
o
m
p
o
n
e
tt
e
 R
o
se
, 
 
 
 
R
e
d
' 
ヒ
ナ
ギ
ク
 
‘
ス
ー
パ
ー
ポ
ン
ポ
ネ
ッ
ト
ロ
ー
ズ
 
レ
ッ
ド
’ 
キ
ク
科
 
B
ri
za
 m
ax
im
a
 
コ
バ
ン
ソ
ウ
 
イ
ネ
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 '
C
hi
ga
sa
ki
 2
02
' 
キ
ン
セ
ン
カ
 
‘
茅
ヶ
崎
2
0
2
’ 
キ
ク
科
 
C
al
en
d
ul
a 
o
ff
ic
in
a
lis
 '
O
u
go
n 
N
ak
ay
a
su
' 
キ
ン
セ
ン
カ
 
‘
黄
金
中
安
’ 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
am
e
ri
ca
na
 
 
セ
ン
ト
－
レ
ア
・ア
メ
リ
カ
ナ
 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
'S
e
ik
i' 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
‘
青
輝
’ 
キ
ク
科
 
C
e
n
ta
u
re
a 
c
ya
n
u
s 
'T
o
ki
' 
ヤ
グ
ル
マ
ギ
ク
 
‘
桃
輝
’ 
キ
ク
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 c
ar
in
at
u
m
 '
M
e
rr
y 
M
ix
' 
ハ
ナ
ワ
ギ
ク
 
‘メ
リ
ー
ミ
ク
ス
’ 
キ
ク
科
 
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 s
e
ge
tu
m
 '
E
l 
D
o
ra
d
o
' 
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
、
ア
ラ
ゲ
シ
ュ
ン
ギ
ク
 
‘
エ
ル
ド
 
 
ラ
ド
’ 
キ
ク
科
 
C
la
rk
ia
 (
G
o
d
et
ia
） 
a
m
o
e
n
a 
'G
em
 S
p
ec
ia
l 
M
ix
' 
イ
ロ
マ
ツ
ヨ
イ
 
‘
ゼ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
ミ
ク
ス
’ 
ア
カ
バ
ナ
科
 
C
o
le
o
st
e
p
h
u
s 
m
yc
o
n
is
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 
 
 
 
m
u
lt
ic
au
le
) 
ム
ル
チ
コ
ー
レ
 
キ
ク
科
 
C
o
le
o
st
e
p
h
u
s 
m
yc
o
n
is
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
 
 
 
 
 
m
u
lt
ic
au
le
) 
'M
o
o
n
 L
ig
h
t'
 
ム
ル
チ
コ
ー
レ
 
‘
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
’ 
キ
ク
科
 
C
o
ns
o
lid
a 
am
b
ig
ua
 (
D
el
p
hi
n
iu
m
 a
ja
c
is
) 
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
、
チ
ド
リ
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
C
o
re
o
p
si
s 
la
nc
eo
la
ta
 
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
C
ra
sp
ed
ia
 
ク
ラ
ス
ペ
デ
ィ
ア
 
キ
ク
科
 
C
re
p
is
 r
ub
ra
 '
P
in
k'
 
モ
モ
イ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
 
‘
ピ
ン
ク
’ 
キ
ク
科
 
C
re
p
is
 r
u
b
ra
 '
W
h
it
e
' 
モ
モ
イ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
 
‘
白
’ 
キ
ク
科
 
C
yn
o
gl
o
ss
um
 a
m
ab
ile
 '
In
d
ig
o
 B
lu
e'
 
シ
ナ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
D
au
c
u
s 
c
ar
o
ta
 
ノ
ラ
ニ
ン
ジ
ン
 
セ
リ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
B
e
lla
d
o
n
n
a
 I
m
p
ro
ve
d
' 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
ベ
ラ
ド
ン
ナ
 
イ
ン
プ
 
ル
ー
ブ
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
e
lp
h
in
iu
m
 '
C
o
n
n
e
ti
c
u
t 
Y
an
ke
e
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
 
ヤ
ン
キ
ー
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 g
ra
nd
if
lo
ru
m
 
 
オ
オ
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
el
p
hi
ni
um
 h
yb
ri
d
um
 '
P
ac
if
ic
 H
yb
ri
d
s'
 
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
 
‘
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ハ
イ
ブ
 
リ
ッ
ド
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
c
h
in
e
n
si
s 
'K
a
m
o
' 
セ
キ
チ
ク
 
‘
加
茂
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
c
h
in
en
si
s 
'S
at
u
ki
' 
セ
キ
チ
ク
 
‘
サ
ツ
キ
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
n
th
u
s 
F
1
 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
'F
ir
e 
S
to
rm
' 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
D
ia
nt
hu
s 
'T
el
st
ar
' 
ダ
イ
ア
ン
サ
ス
 
‘
テ
ル
ス
タ
ー
’ 
ナ
デ
シ
コ
科
 
E
c
h
iu
m
 v
u
lg
ar
e
 '
B
lu
e
 B
e
d
d
e
r'
 
シ
ャ
ゼ
ン
ム
ラ
サ
キ
 
‘
ブ
ル
ー
ベ
ダ
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
Ｅ
ｒｙ
ｓ
ｉｍ
ｕ
ｍ
 
x 
al
lio
n
ii 
ウ
ォ
ー
ル
フ
ラ
ワ
ー
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
E
sc
h
sc
h
o
lt
zi
a 
c
a
lif
o
rn
ic
a
 
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
 
ケ
シ
科
 
G
ai
la
rd
ia
 a
ri
st
at
a
 
オ
オ
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
G
au
ra
 l
in
d
h
e
im
e
ry
 
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ソ
ウ
 
ア
カ
バ
ナ
科
 
G
ili
a 
tr
ic
o
lo
r 
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
H
es
p
er
is
 m
at
ro
na
lis
 
ハ
ナ
ダ
イ
コ
ン
 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
Ib
er
is
 u
m
b
el
la
ta
 '
F
a
ir
ly
 M
ix
' 
イ
ベ
リ
ス
 
‘
フ
ェ
ア
リ
ー
ミ
ク
ス
’ 
ア
ブ
ラ
ナ
科
 
L
ag
ru
s 
o
va
tu
s 
ラ
グ
ラ
ス
、
ウ
サ
ギ
ノ
オ
 
イ
ネ
科
 
L
at
hy
ru
s 
o
d
o
ra
tu
s 
'S
up
er
 M
ix
' 
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
 
‘
ス
ー
パ
ー
ミ
ク
ス
’ 
マ
メ
科
 
L
av
at
er
a 
'M
o
nt
 B
la
nt
' 
ハ
ナ
ア
オ
イ
 
‘
モ
ン
ブ
ラ
ン
’ 
ア
オ
イ
科
 
L
av
at
er
a 
tr
im
es
tr
is
 '
T
an
a
gr
a'
 
ハ
ナ
ア
オ
イ
 
‘
タ
ナ
グ
ラ
’ 
ア
オ
イ
科
 
L
e
u
c
an
th
e
m
u
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
) 
p
al
u
d
o
su
m
 
 
 
 
'N
o
rt
h 
P
o
le
' 
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
 
キ
ク
科
 
L
in
ar
ia
 b
ip
ar
ti
ta
 
ヒ
メ
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
L
o
b
el
ia
 e
ri
nu
s 
ロ
べ
リ
ア
、
ル
リ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
L
o
b
ul
ar
ia
 m
ar
it
im
a
 
ニ
ワ
ナ
ズ
ナ
、
ア
リ
ッ
サ
ム
 
キ
キ
ョ
ウ
科
 
L
u
p
in
u
s 
p
o
ly
p
h
yl
lu
s 
ワ
シ
ン
ト
ン
ル
ピ
ナ
ス
、
シ
ュ
ッ
コ
ン
ル
ピ
ナ
ス
 
マ
メ
科
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M
at
ri
ca
ri
a 
c
ha
m
o
m
ill
a
 
カ
ミ
ツ
レ
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
カ
モ
ミ
ー
ル
 
キ
ク
科
 
M
im
ul
us
 x
 h
yb
ri
d
u
s 
ミ
ム
ラ
ス
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
M
im
ul
us
 '
C
re
am
 S
p
o
t'
 
ミ
ム
ラ
ス
 
‘
ク
リ
ー
ム
ス
ポ
ッ
ト
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
M
im
ul
us
 '
M
is
ty
 I
vo
ry
' 
ミ
ム
ラ
ス
 
‘
ミ
ス
テ
ィ
ー
ア
イ
ボ
リ
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
M
im
ul
us
 '
M
is
ty
 Y
el
lo
w
' 
ミ
ム
ラ
ス
 
‘
ミ
ス
テ
ィ
ー
イ
エ
ロ
ー
’ 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
M
yo
so
ti
s 
al
p
e
st
ri
s 
'D
w
ar
f 
B
lu
e'
 
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
 
‘
ド
ワ
ー
フ
ブ
ル
ー
’ 
ム
ラ
サ
キ
科
 
N
em
o
p
hi
la
 i
ns
ig
ni
s 
'In
si
gn
is
 B
lu
e'
 
ル
リ
カ
ラ
ク
サ
 
‘
イ
ン
シ
グ
ニ
ス
 
ブ
ル
ー
’ 
ハ
ゼ
リ
ソ
ウ
科
 
N
em
o
p
hi
la
 i
ns
ig
ni
s 
'M
ac
ul
a
ta
' 
ル
リ
カ
ラ
ク
サ
 
‘
マ
キ
ュ
ラ
ー
タ
’ 
ハ
ゼ
リ
ソ
ウ
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
a
la
ta
 
シ
ュ
ッ
コ
ン
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'D
o
m
in
o
 W
hi
te
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ド
ミ
ノ
ホ
ワ
イ
ト
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 R
o
se
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
ロ
ー
ズ
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 S
al
m
o
n'
 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
サ
ー
モ
ン
’ 
ナ
ス
科
 
N
ic
o
ti
an
a 
'N
ic
ki
 Y
el
lo
w
' 
ハ
ナ
タ
バ
コ
 
‘
ニ
ッ
キ
ー
イ
エ
ロ
ー
’ 
ナ
ス
科
 
N
ig
el
la
 d
am
as
ce
na
 '
P
er
si
an
 J
ew
el
' 
ク
ロ
タ
ネ
ソ
ウ
 
‘
ペ
ル
ジ
ャ
ン
ジ
ュ
エ
ル
’ 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
P
ap
av
er
 n
ud
ic
au
le
 '
S
p
ar
kl
in
g'
 
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ポ
ピ
ー
 
‘
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
’ 
ケ
シ
科
 
P
ap
av
er
 r
ho
ea
s 
'S
hi
rl
ey
 D
o
ub
le
 M
ix
' 
ヒ
ナ
ゲ
シ
 
‘
シ
ャ
ー
レ
ー
ダ
ブ
ル
ミ
ク
ス
’ 
ケ
シ
科
 
P
e
n
st
e
m
o
n
 h
yb
ri
d
u
s 
ペ
ン
ス
テ
モ
ン
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
'D
ru
m
m
o
nd
ii 
M
ix
' 
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
‘ド
ラ
モ
ン
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
’ 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
P
hl
o
x 
d
ru
m
m
o
nd
ii 
va
r.
 s
te
lla
ri
s 
ホ
シ
ザ
キ
キ
ョ
ウ
ナ
デ
シ
コ
 
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科
 
R
an
u
n
c
u
lu
s 
a
si
at
ic
u
s 
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
 
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
 
S
al
vi
a 
'B
lu
e
 M
aj
es
ty
' 
サ
ル
ビ
ア
 
‘
ブ
ル
ー
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fa
ri
na
c
ea
 '
V
ic
to
ri
a 
B
lu
e'
 
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
 
‘
サ
ル
ビ
ア
ブ
ル
ー
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
fa
ri
na
c
ea
 '
V
ic
to
ri
a 
W
hi
te
' 
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
 
‘
ビ
ク
ト
リ
ア
ホ
ワ
イ
ト
’ 
シ
ソ
科
 
S
al
vi
a 
m
ic
ro
p
hy
lla
 
サ
ル
ビ
ア
・ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
、
チ
ェ
リ
ー
セ
ー
ジ
 
シ
ソ
科
 
S
e
n
e
c
io
 c
in
e
ra
ri
a
 
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク
 
キ
ク
科
 
S
ile
ne
 a
rm
e
ir
a
 
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
S
ile
n
e
 (
L
yc
h
n
is
) 
c
o
e
li-
ro
sa
 
コ
ム
ギ
セ
ン
ノ
ウ
 
ナ
デ
シ
コ
科
 
T
an
ac
e
tu
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
） 
p
ar
th
e
n
iu
m
 
 
 
 
'G
o
ld
en
 B
al
l' 
マ
ト
リ
カ
リ
ア
、
ナ
ツ
シ
ロ
ギ
ク
 
‘
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
 
ー
ル
’ 
キ
ク
科
 
T
an
ac
e
tu
m
 (
C
h
ry
sa
n
th
e
m
u
m
） 
p
ar
th
e
n
iu
m
 
 
 
 
'U
lt
ra
 W
hi
te
' 
マ
ト
リ
カ
リ
ア
、
ナ
ツ
シ
ロ
ギ
ク
 
‘
ウ
ル
ト
ラ
ホ
ワ
 
 
イ
ト
’ 
キ
ク
科
 
T
ra
c
h
ym
e
n
e
 c
ae
ru
le
a
 
ト
ラ
キ
メ
ー
ネ
 
セ
リ
科
 
T
w
e
e
d
ia
 (
O
xy
p
e
ta
lu
m
) 
c
o
e
ru
le
u
m
 
ル
リ
ト
ウ
ワ
タ
 
ガ
ガ
イ
モ
科
 
V
e
rb
as
c
u
m
 
バ
ー
バ
ス
カ
ム
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
V
e
rb
as
c
u
m
 b
o
m
b
yc
if
e
ru
m
 
バ
ー
バ
ス
カ
ム
・ボ
ン
ビ
シ
フ
ェ
ラ
ム
 
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
x 
h
yb
ri
d
a
 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
x 
h
yb
ri
d
a 
'M
a
m
m
m
o
th
 M
ix
' 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
‘
マ
ン
モ
ス
ミ
ク
ス
’ 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
e
rb
e
n
a 
x 
h
yb
ri
d
a 
'R
o
m
an
c
e
 M
ix
' 
ビ
ジ
ョ
ザ
ク
ラ
 
‘
ロ
マ
ン
ス
ミ
ク
ス
’ 
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
 
V
io
la
 c
o
rn
u
ta
 h
yb
ri
d
a 
'V
io
le
t 
N
e
e
ve
' 
ビ
オ
ラ
 
‘
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
 
ニ
ー
ブ
‘ 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 t
ri
co
lo
r 
'B
ab
y 
Y
el
lo
w
' 
パ
ン
ジ
ー
 
’ベ
イ
ビ
ー
イ
エ
ロ
ー
’ 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a
 
パ
ン
ジ
ー
 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a 
'M
a
xi
m
 P
in
k 
M
a
gi
c'
 
パ
ン
ジ
ー
 
‘
マ
キ
シ
ム
ピ
ン
ク
マ
ジ
ッ
ク
’ 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a 
'N
ew
 C
ry
st
a
l 
Y
el
lo
w
' 
パ
ン
ジ
ー
 
‘
ニ
ュ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
イ
エ
ロ
ー
‘ 
ス
ミ
レ
科
 
V
io
la
 x
 w
it
tr
o
c
ki
an
a 
'S
av
ic
k 
B
lu
e 
an
d
 W
hi
te
' 
パ
ン
ジ
ー
 
‘
サ
ビ
ッ
ク
ブ
ル
ー
 
ア
ン
ド
 
 
ホ
ワ
イ
ト
’ 
ス
ミ
レ
科
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